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マイナンバー制度

国勢調査を実施しています

還付金詐欺にご注意を

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

Ｐ２～３

Ｐ４

Ｐ５

Ｐ１９～３１
本市の人口と世帯数（２７年８月３１日現在）
人口　１１万５２１１人（男性５万４７０４人、女性６万５０７人）

世帯数　５万１８２世帯

今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月のののののののののの主主主主主主主主主主なななななななななな内内内内内内内内内内今月の主な内容容容容容容容容容容容

１１００月月１１００日、じないまち四季物日、じないまち四季物語語２０１５「秋」～２０１５「秋」～後 後 のの
ののちち

雛 雛 まつり～が開催されます。まつり～が開催されます。          
ひひなな

                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※関連記事※関連記事２９２９ページページ
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●
通
知
カ
ー
ド
と
は
？
　

　「
通
知
カ
ー
ド
」
に
は
、
数
字

　
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

１２番
号
）
と
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
性
別
が
記
載
さ
れ
ま

す
。
顔
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
通
知
カ
ー
ド
を
送
付
し
ま
す

　「
通
知
カ
ー
ド
」
は
紙
製
の

カ
ー
ド
で
す
。

　
　
月
下
旬
～
　
月
に
か
け
て

１０

１１

住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
人
を

対
象
に
住
民
票
の
住
所
に
世
帯

ご
と
に
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま

す
。
中
長
期
在
留
者
や
特
別
永

住
者
な
ど
の
外
国
人
の
人
も
対

象
に
な
り
ま
す
。

●
通
知
カ
ー
ド
は
こ
の
よ
う
に

使
い
ま
す
　

　
　
年
１
月
以
降
、
マ
イ
ナ
ン

２８
バ
ー
制
度
（
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
）
の
開
始
に
よ
り
、
社

会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分

野
の
手
続
き
で
、
行
政
機
関
の

窓
口
や
勤
務
先
、
金
融
機
関
な

ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
を

求
め
ら
れ
た
場
合
に
利
用
し
ま

す
。
そ
の
際
、「
通
知
カ
ー
ド
」

と
併
せ
て
運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証

や
年
金
手
帳
な
ど
の
顔
写
真
の

付
い
て
い
な
い
証
明
書
の
場
合

は
２
点
以
上
）
の
提
示
が
必
要

で
す
。

※
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
、
裏
面
に
記
載
す
る

た
め
、
市
民
窓
口
課
へ
持
参

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使

う
も
の
で
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
漏
え
い

し
て
不
正
に
使
用
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
を
除
い
て
、
一
生

変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
通
知
カ
ー
ド
」
の
再

交
付
に
は
５
０
０
円
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

マイナンバー広報キャラクタマイナンバー広報キャラクターー

「マイナちゃん「マイナちゃん」」

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は
？
　

　
　
年
１
月
以
降
に
「
個
人
番

２８
号
カ
ー
ド
」
を
交
付
し
ま
す
。

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
身
分

証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
る
顔

写
真
付
き
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

の
他
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
、
性
別
、
有
効
期
限
が
記
載

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

の
取
得
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
ま
た
、「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
も
、
記
載
事
項
（
氏
名
・

住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
）
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
表
面
に

記
載
す
る
た
め
、
市
民
窓
口
課

へ
持
参
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●通知カードを送付しま●通知カードを送付しますす
●個人番号カードの申請が始まりま●個人番号カードの申請が始まりますす

月

下

旬

～
、

　

月

下

旬

～
、　

１０１０「
通
知
カ
ー
ド
」

「
通
知
カ
ー
ド
」
をを

皆
さ
ん
に
送
付

皆
さ
ん
に
送
付
しし

まま
すす

　マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）の開始により、２８年１月から社会保障、税、災害対

策の分野の手続きでマイナンバーの利用が始まります。

　これに伴い、２７年１０月下旬～１１月にかけて、住民票を有する住民の皆さん一人一人に、１２桁のマイ

ナンバー（個人番号）が記載された「通知カード」を送付します。

　また、申請により２８年１月以降に「個人番号カード」を交付します。

「
個
人
番
号
カ

「
個
人
番
号
カ
ーー

ド
」
の
申
請
が
始

ド
」
の
申
請
が
始
まま

り
ま
り
ま
すす

通知カード（イメージ）

マイナンバー制マイナンバー制度度

（社会保障・税番号制度（社会保障・税番号制度））

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得

に
は
申
請
が
必
要
で
す
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●
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
と

交
付

・
申
請
方
法

◆
「
通
知
カ
ー
ド
」
の
お
知
ら

せ
の
封
書
に
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
の
申
請
書
と
返
信
用
封
筒

が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

写
真
を
貼
っ
て
、
返
信
用
封
筒

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
の
申
請

も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
。

・
交
付
方
法

◆
　
年
１
月
以
降
、
交
付
の
準

２８
備
が
整
い
次
第
、「
交
付
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

◆
「
交
付
通
知
書
」
、
運
転
免
許

証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
、「
通

知
カ
ー
ド
」
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
の
み
）

を
、
市
民
窓
口
課
ま
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
本
人
確
認
の
上
、
暗
証
番
号

を
設
定
し
、
交
付
し
ま
す
。

※
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人

の
み
）
は
交
付
の
際
に
返
納
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交

付
開
始
は
　
年
１
月
か
ら
と
な

２８

り
ま
す
。
　

年
1
月
以
降
の
申

２８

請
に
つ
い
て
は
、
申
請
か
ら
交

付
ま
で
3
～
4
週
間
か
か
り
ま

す
。

・
手
数
料
　
当
面
の
間
無
料
で

す
。
た
だ
し
、
再
交
付
に
は
8

0
0
円
、
カ
ー
ド
へ
の
電
子
証

明
書
の
搭
載
は
初
回
無
料
で
更

新
・
再
発
行
に
は
2
0
0
円
必

要
で
す
。

・
有
効
期
限
　
発
行
日
か
ら
　１０

回
目
の
誕
生
日
（
　
歳
未
満
は

２０

５
回
目
の
誕
生
日
）
ま
で
で
す
。

ま
た
、
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
る

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
発

効
日
か
ら
５
年
間
で
す
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
こ
の
よ

う
に
使
い
ま
す

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
の
場

面
で
　
行
政
機
関
の
窓
口
や
勤
務

先
、
金
融
機
関
な
ど
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
提
示
を
求
め
ら
れ
た

際
に
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
な

ら
、
顔
写
真
が
あ
る
の
で
番
号

確
認
と
本
人
確
認
が
１
枚
で
完

了
し
ま
す
。

・
身
分
証
明
書
と
し
て

　
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
た
だ
し
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
場
合
以
外
で
カ
ー
ド
裏
面
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
書
き
写
し
た

り
、
コ
ピ
ー
を
取
っ
た
り
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
各
種
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
に

　
国
税
電
子
申
告
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
）
な
ど
の
行
政
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
係
る
情
報
を
閲
覧
で
き

る
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」（
　
年
２９

１
月
か
ら
開
始
予
定
）
の
ロ
グ

イ
ン
に
利
用
で
き
ま
す
。

・
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
に
　
本
市
で
は
、　

年
４
月
以
降

２８

に
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
の
開
始
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
ご
利
用

い
た
だ
く
に
は
、「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」（
電
子
証
明
書
が
搭
載

さ
れ
た
も
の
）
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
ど

う
な
る
の
？

　「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
、
こ

れ
ま
で
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
機
能
を
引
き
継
ぐ
も
の
で

す
。　

年
1
月
以
降
は
住
民
基

２８

本
台
帳
カ
ー
ド
の
新
規
・
更
新

手
続
き
を
し
ま
せ
ん
が
、　

年
２７

　
月
ま
で
に
発
行
し
た
住
民
基

１２本
台
帳
カ
ー
ド
は
有
効
期
限
ま

で
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
が
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
を
希
望
す
る
場
合
に

は
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申

請
後
、
交
付
の
際

に
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
返
納
し

て
い
た
だ
く
こ
と

で
カ
ー
ド
の
変
更

が
可
能
で
す
。

・
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
（
電
子

証
明
書
）
を
利
用

さ
れ
て
い
る
人
へ

　
現
在
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド

内
に
有
効
な
電
子

証
明
書
が
搭
載
さ

れ
て
い
る
人
は
、

有
効
期
限
（
電
子

証
明
書
に
つ
い
て

は
発
行
日
か
ら
原

則
3
年
）
ま
で
ご

使
用
い
た
だ
け
ま

す
。

　
た
だ
し
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
へ
の
電
子
証
明
書
の
新

規
・
更
新
手
続
き
は
　
年
　
月

２７

１２

　
日

を
も
っ
て
終
了
に
な
り

２２ま
す
の
で
、
そ
れ
以
後
電
子
証

明
書
が
必
要
の
場
合
は
、「
個
人

番
号
カ
ー
ド
」
を
ご
申
請
い
た

だ
き
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
内
の

電
子
証
明
書
を
使
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
電
子
証
明
書
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

の
申
請
や
届
け
出
の
際
、
他
人

に
よ
る
成
り
す
ま
し
や
デ
ー
タ

の
改
ざ
ん
を
防
ぐ
た
め
に
用
い

る
本
人
確
認
の
手
段
で
す
。

個人番号カード（イメージ）
表面

裏面

問い合わせ

○通知カード・個人番号カード・住民基本台帳カードについて

・カードナビダイヤル〔０５７０(０７)４１７８〕（１０月１日、午前１０時から開

設）または市民窓口課（内線１３１）　

○マイナンバー制度について

・マイナンバーコールセンター〔０５７０(２０)０１７８〕、外国語（英語・中

国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語）対応コールセンター〔

０５７０(２０)０２９１〕　

※いずれも土・日曜日、祝日、年末年始を除く午前９時３０分～午後５

時３０分。またナビダイヤルのため通話料が掛かります。

・内閣官房「マイナンバー社会保障・税番号制度」ウェブサイト

〔http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html〕
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

竹
綱
副
市
長
が
再
任

　　
　
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会

２７
で
同
意
を
受
け
て
、
９
月
４
日

付
で
竹
綱
　
啓
一
さ
ん（
　
歳
）

６７

が
副
市
長
に
再
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
４
年
で
す
。

　
昭
和
　
年
か
ら
市
役
所
に
勤

４５

務
し
、
市
長
公
室
長
、
総
務
部

長
な
ど
を
歴
任
の
後
、
　

年
か

１９

ら
副
市
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口

や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
統
計
法
に
基
づ
き
５

年
ご
と
に
実
施
す
る
最
も
重
要

な
調
査
で
す
。

　
　
年
国
勢
調
査
は
、
少
子
高

２７
齢
化
社
会
に
お
け
る
日
本
の
未

来
を
描
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

法
令
に
そ
の
利
用
が
定
め
ら
れ

て
い
る
他
、
社
会
福
祉
、
雇
用

政
策
、
生
活
環
境
の
整
備
、
防

災
対
策
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。
　
調
査
員
が
ご
家
庭
に
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
総
務
省
統
計
局

「
国
勢
調
査
２
０
１
５
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
サ
イ
ト
」〔h

ttp
://k
o
k

u
se
i2
0
1
5
.sta
t.g
o
.jp
/

〕
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

3
3
1
）

国
勢
調
査
を

　
　
　
実
施
し
て
い
ま
す

～
調
査
に
ご
協
力
を
～

　
国
の
税
制
改
正
に
よ
り
軽
自

動
車
税
の
税
率
が
改
正
さ
れ
、

次
の
と
お
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
原
動
機
付
自
転
車
な
ど

に
つ
い
て

　
　
年
４
月
１
日

よ
り
、
原

２８
動
機
付
自
転
車
な
ど
の
二
輪
車

や
小
型
特
殊
自
動
車
の
税
額
が

変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、　

年
度
か
ら
適
用
の

２７

予
定
で
し
た
が
、
税
率
の
引
き

上
げ
が
１
年
間
延
長
と
な
り
、

　
年
度
か
ら
に
変
更
さ
れ
ま
し

２８た
。
　
主
な
車
種
区
分
と
税
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。

《
　
c
c
ま
で
の
原
動
機
付
自

５０
転
車
》　

１
０
０
０
円
（
現
行
）
か
ら
２

０
０
０
円
（
改
正
後
）

《
　
c
c
ま
で
の
原
動
機
付
自

９０
転
車
》

１
２
０
０
円
（
現
行
）
か
ら
２

０
０
０
円
（
改
正
後
）

《
１
２
５
c
c
ま
で
の
原
動
機

付
自
転
車
》

１
６
０
０
円
（
現
行
）
か
ら
２

４
０
０
円
（
改
正
後
）

《
ミ
ニ
カ
ー
（
　
ｃ
ｃ
以
下
）》

５０

２
５
０
０
円
（
現
行
）
か
ら
３

７
０
０
円
（
改
正
後
）

《
軽
二
輪
（
１
２
５
c
c
超
2

５
０
c
c
以
下
）》

２
４
０
０
円
（
現
行
）
か
ら
３

６
０
０
円
（
改
正
後
）

《
小
型
二
輪
（
２
５
０
c
c

超
）》

４
０
０
０
円
（
現
行
）
か
ら
６

０
０
０
円
（
改
正
後
）

●
軽
自
動
車
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
の
税
額
は
、　

年
２７

４
月
１
日
以
後
に
新
規
登
録
を

し
た
新
車
に
つ
い
て
新
税
率
が

適
用
に
な
り
ま
す
。

　
主
な
車
種
区
分
と
税
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。

軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税軽自動車税のののののののののののののののののののののののののののののの

税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率ががががががががががががががががががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままま税率が変わりますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

《
自
家
用
乗
用
車
》

7
2
0
0
円
（
現
行
）
か
ら
１

万
８
０
０
円
（
改
正
後
）

《
自
家
用
貨
物
》

４
０
０
０
円
（
現
行
）
か
ら
５

０
０
０
円
（
改
正
後
）

　
ま
た
、
最
初
の
新
規
検
査
か

ら
　
年
を
経
過
し
た
軽
自
動
車

１３
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
登
録
さ

れ
て
い
る
車
両
も
含
め
て
、　２８

年
度
か
ら
新
税
額
に
さ
ら
に
　２０

㌫
の
税
金
が
上
乗
せ
さ
れ
た
重

課
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
車
種
や
購
入
時
期
に
よ
り
税

率
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課

の
ペ
ー
ジ
「
課
税
課
」
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
（
内
線

１
１
０
）

　

　本市では、自治振興、教育文化、公

安防災、産業振興、福祉衛生、スポー

ツ、善行などさまざまな分野で活躍、

貢献された皆さんの功績をたたえ、表

彰式を開催します。

　表彰式には、受賞者のご家族、ご友

人をはじめ一般の人もご参加いただけ

ます。

　皆さんで晴れの受賞者を祝福し、そ

の功績をたたえましょう。

とき　１１月３日、午前１０時～１１時

（午前９時３０分～受け付け）

ところ　すばるホール４階銀河の間

問い合わせ　秘書課（内線３１２）

市表彰式を開催します
～市民の皆さんもご参加ください～



５

　
府
内
で
の
、
今
年
1
月
～
7

月
の
還
付
金
詐
欺
に
よ
る
被
害

件
数
は
３
４
２
件
、
被
害
額
は

３
億
６
２
０
０
万
円
で
、
昨
年

と
比
べ
て
被
害
件
数
は
約
7

倍
、
被
害
額
は
約
8
倍
に
達
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
害
者
の

　
㌫
が
　
歳
以
上
の
高
齢
者
で

９８

６０

す
。
　
市
役
所
の
保
健
担
当
な
ど
を

名
乗
る
者
か
ら
「
医
療
費
の
還

付
を
受
け
る
手
続
き
が
済
ん
で

い
ま
せ
ん
。
今
日
な
ら
間
に
合

い
ま
す
よ
」
な
ど
と
電
話
が
あ

り
、
コ
ン
ビ
ニ
や
銀
行
の
A
T

M
に
誘
導
し
、
携
帯
電
話
を

使
っ
て
「
振
り
込
み
金
額
」
を

「
登
録
番
号
」
な
ど
と
偽
り
入

力
さ
せ
、
犯
人
の
口
座
に
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
現
金
を
振

り
込
ま
せ
る
手
口
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

◆
詐
欺
の
入
り
口
の
多
く
は
犯

人
か
ら
の
電
話
で
す
。
第
一
声

を
留
守
番
電
話
な
ど
自
動
音
声

に
す
る
だ
け
で
も
抑
止
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
契
約
を
し
て
「
知
ら
な

い
人
か
ら
の
電
話
に
は
出
な

い
」
を
徹
底
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

◆
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
預
金

口
座
か
ら
振
り
込
む
場
合
の
限

度
額
を
銀
行
な
ど
へ
申
告
し

て
、
必
要
最
低
限
に
変
更
し
て

お
く
と
安
心
で
す
。

◆
府
警
の
「
安
ま
ち
メ
ー
ル
」

で
は
、
地
域
の
被
害
情
報
や
注

意
を
促
す
メ
ー
ル
を
配
信
し
て

い
ま
す
。
家
族
で
地
域
の
安
ま

ち
メ
ー
ル
に
登
録
し
、
注
意
し

合
う
と
、
よ
り
効
果
的
で
す
。

※
安
ま
ち
メ
ー
ル
は
、
ひ
っ
た

く
り
や
子
ど
も
に
対
す
る
声
掛

け
、
女
性
に
対
す
る
性
犯
罪
情

報
を
、
警
察
署
か
ら
電
子
メ
ー

ル
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
知
ら
せ

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
配
信
種

別
や
受
信
時
間
、
受
信
地
区
を

設
定
で
き
ま
す
（
登
録
料
は
無

料
で
す
が
、
通
信
料
は
ご
利
用

者
負
担
と
な
り
ま
す
）。
詳
し

く
は
府
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
://w

w
w
.in
fo
.p
o
lic
e
.p
re

f.o
sa
k
a
.jp
/u
se
rM
e
n
u
.d
o

〕

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

生
活
安
全
課
防
犯
係
〔

　
１
（２５）

２
３
４
〕

還付金詐欺に
ご注意を

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
申
請

受
け
付
け
は
　
月
　
日

ま
で

１０

３０

で
す
の
で
、
支
給
対
象
者
で
申

請
が
ま
だ
の
人
は
お
急
ぎ
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
お
知
ら
せ
チ
ラ

「
臨
時
福
祉
給
付
金

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」」
の
申
請

の
申
請

お
忘
れ

お
忘
れ
でで
は
あ
り

は
あ
り
ま
せ
ん

ま
せ
ん
かか

シ
「
平
成
　
年
度
市
民
税
が
非

２７

課
税
の
方
　
申
請
を
お
忘
れ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
　
臨
時
福

祉
給
付
金
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
チ
ラ
シ
は
、
市
役
所
２
階
　２０

番
窓
口
向
か
い
特
設
受
付
ま
た

は
金
剛
連
絡
所
２
階
特
設
受
付

の
他
、
市
内
各
公
共
施
設
の
窓

口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

各
課
の
ペ
ー
ジ「
地
域
福
祉
課
」

で
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

０
５
７

０
（
０
７
４
）
４
７
４
〕
ま
た

は
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
担
当

（
内
線
２
８
６
）

　
富
田
林
青
年
会
議
所
（
富
田

林
Ｊ
Ｃ
）
で
は
、
本
市
、
太
子

町
、
河
南
町
、
千
早
赤
阪
村
、

大
阪
狭
山
市
の
後
援
で
、
男
女

が
気
軽
に
出
会
え
る
機
会
を
設

け
、
恋
愛
・
結
婚
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
オ
レ
ン
ヂ
縁
結

び
～
恋
活
～
」を
開
催
し
ま
す
。

　
メ
デ
ィ
ア
で
お
な
じ
み
の

「
城
山
オ
レ
ン
ヂ
園
」
で
供
甘

い
恋
僑
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　
自
然
を
満
喫
で
き
る
内
容
を

用
意
し
て
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
約
　
人
の
富
田
林
J
C
ス

２０

タ
ッ
フ
が
全
力
で
皆
さ
ん
の

「
恋
活
」
を
お
手
伝
い
し
ま
す

の
で
、
地
元
同
士
な
ら
で
は
の

話
も
心
も
弾
む
出
会
い
の
場
に

ぜ
ひ
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
　
日

、
正
午
～

１１

２９

と
こ
ろ
　
城
山
オ
レ
ン
ヂ
園

（
伏
見
堂
１
０
０
３
）

対
象
者
　

◆
男
性
＝
本
市
、
太
子
町
、
河

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限

地
域
限
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂ
縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁縁
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋恋
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

オ
レ
ン
ヂ
縁
結
び
～
恋
活
～
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

恋
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を

　
　
　
　
　
初
開
催
し
ま
す

南
町
、
千
早
赤
阪
村
、
大
阪
狭

山
市
に
在
住
の
人

◆
女
性
＝
男
性
と
同
じ
地
域
ま

た
は
、
そ
の
周
辺
に
在
住
の
人

※
男
女
と
も
　
歳
か
ら
お
お
む

２５

ね
　
歳
ま
で
の
独
身
者
に
限
り

４０
ま
す
。

定
員
　
男
女
各
　
人
程
度

３０

参
加
費
　
男
性
＝
３
０
０
０

円
、
女
性
＝
２
０
０
０
円

申
し
込
み
　
　
月
　
日

ま
で

１０

３１

に
富
田
林
Ｊ
Ｃ
〔

　
１
２
３

（２４）

１
〕（
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前

　
時
～
午
後
３
時
）
へ

１１※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
ま
す
。
た
だ
し
、
申
し
込

み
状
況
に
よ
り
予
定
よ
り
早
く

締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
富
田
林
Ｊ
Ｃ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.to

n
d
a
b
a
y
a
sh
i-jc
.o
rg
/

〕
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
 城
山
オ
レ
ン
ヂ
園

in



６

　
本
市
で
は
、
災
害
危
険
箇
所

や
市
立
小
学
校
な
ど
市
内
　
カ
４１

所
に
設
置
し
て
い
る
防
災
無
線

を
活
用
し
、
毎
日
午
後
６
時
に

童
謡
「
夕
焼
け
小
焼
け
」
を
定

期
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
災
害
発
生
時
に
備

え
た
平
常
時
の
放
送
点
検
と
、

子
ど
も
た
ち
に
帰
宅
を
呼
び
掛

け
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
夕
暮
れ
が
早
く
な
る
　
月
１０

～
翌
年
２
月
ま
で
の
間
は
、
定

期
放
送
の
時
間
を
午
後
６
時
か

　
月
か
ら
防
災
無
線
の
定
期
放
送
時
間
が

１０午
後
５
時
に
変
わ
り
ま
す

市
役
所
と
金
剛
連
絡
所
で

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ

ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用

務
が
あ
る
な
ど
、
一
定
の
事
由

に
該
当
し
、
投
票
所
へ
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
と
予
想
さ
れ
る

人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。

と
き
　
選
挙
期
日
の
公
示
（
告

示
）
日
の
翌
日
～
投
票
日
前
日
、

午
前
８
時
　
分
～
午
後
８
時

３０

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
含
む
）

と
こ
ろ
　
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室
お
よ
び
金
剛
連
絡
所
２

階
ホ
ー
ル

※
基
本
的
な
投
票
手
続
き
は
、

選
挙
期
日
の
投
票
所
に
お
け
る

投
票
手
続
き
と
同
じ
で
す
。
た

だ
し
、
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
  

投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
有
し
、
投
票
所
に
行
く

こ
と
が
困
難
で
次
の
要
件
に
該

当
す
る
人
は
、
自
宅
な
ど
で
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
記
載
内
容

○
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
、

ま
た
は
移
動
機
能
の
障
が
い
が

１
・
２
級
の
人

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障

が
い
が
１
・
３
級
の
人

○
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
１

～
３
級
の
人

戦
傷
病
者
手
帳
の
記
載
内
容

○
両
下
肢
、
ま
た
は
体
幹
の
障

が
い
が
特
別
～
第
２
項
症
の
人

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝

臓
の
障
が
い
が
特
別
～
第
３
項

症
の
人

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
記
載

内
容
 

○
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
人

　
こ
の
方
法
で
不
在
者
投
票
を

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
申
請
し
、「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

期
日
前
投
票
と
   　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

ら
午
後
５
時
に
変
更
し
ま
す
の

で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人

は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
同
証
明
書
に

は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

す
で
に
期
限
が
切
れ
て
い
る
人

は
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

北別北別井井

災害による被害を最小限に        　　
～中野・別井地区に自主防災組織が　
誕生～

　新たに、中野若葉町会と北別井町会に自主防

災組織が結成され、消火器やヘルメットなどの

防災資機材が配備されました。

　今後、日頃の防災活動や地域で発生した災害

へのいち早い対応など、地域防災の柱として住

民の安全を確保するための活発な活動が期待さ

れます。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２３)

１１２５〕

中野若葉町会自主防災中野若葉町会自主防災会会

北別井自主防災北別井自主防災会会
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
市

集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
　
～
　
年

１７

２１

度
）
」
、「
行
財
政
改
革
の
推
進
に

つ
い
て
（
　
～
　
年
度
）
」
を

２２

２６

策
定
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
行
財
政
改
革
に

積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
新

た
に
　
～
　
年
度
を
計
画
期
間

２７

３１

と
し
た
「
第
３
期
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
」
の
素
案
を
ま
と
め
ま

し
た
。

　
こ
の
素
案
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
、

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

意
見
な
ど
の
募
集
期
間

　
月
１
日

～
　
日


１０

３１

素
案
の
閲
覧
方
法

　
月
１
日

～
、
市
役
所
（
情

１０報
公
開
課
お
よ
び
行
政
管
理

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
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「
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ラ
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パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ

～
　
年
度
）
」（
素
案
）
に
対
す
る
パ
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
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施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままま

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
本
市
で
は
、
第
３
期
市
地
域

福
祉
計
画
（
　
年
度
～
）
の
策

２９

定
に
向
け
て
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
同
委
員
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
委
員
に
な
っ
て

皆
さ
ん
の
知
識
と
経
験
を
生
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
　
市
内
在
住
で
地
域
福

祉
に
関
心
が
あ
る
　
歳
未
満
の

７０

人募
集
　
２
人
　
※
面
接
お
よ
び

作
文
審
査
に
よ
り
選
考
し
ま

す
。
面
接
日
時
は
後
日
連
絡
し

ま
す
。

任
期
　
計
画
策
定
ま
で
（
　
年
２９

３
月
予
定
）

申
し
込
み
　
地
域
福
祉
課
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、「
わ
た
し
が
考
え

る
地
域
福
祉
と
は
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
文
（
４
０
０
～
８
０

０
字
、
用
紙
・
様
式
自
由
）
を

添
え
て
、　

月
　
日

（
必
着
）

１０

２３

ま
で
に
同
課
（
内
線
２
８
５
）

へ
　

※
申
込
用
紙
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
地
域

福
祉
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

市
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
委
員
を
募
集

　
地
域
住
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
お
互
い
を
理
解
し
、

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、
地
域
に
お
い
て
町
会
（
自

治
会
）が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
会
（
自
治
会
）
で
は
、
地

域
の
集
会
所
、
防
犯
灯
、
ご
み

置
き
場
な
ど
の
維
持
管
理
や
、

町
会
（
自
治
会
）

町
会
（
自
治
会
）
にに

ご
加
入

ご
加
入
をを

地
域
美
化
、
交
通
安
全
、
防
犯
、

防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
町
会（
自
治
会
）

は
、
最
も
身
近
で
地
域
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
、
地
域

住
民
の
支
え
合
い
が
、
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん

に
町
会
（
自
治
会
）
活
動
に
つ

い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
町

会
（
自
治
会
）
へ
の
加
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

課
）、
金
剛
連
絡
所
、
中
央
・
金

剛
図
書
館
、
中
央
・
金
剛
・
東

公

民

館
、
人

権

文

化

セ

ン

タ
ー
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
す

ば
る
ホ
ー
ル
、
レ
イ
ン
ボ
ー

ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
）、
総
合
福

祉
会
館
、
け
あ
ぱ
る
、
か
が
り

の
郷
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
民

総
合
体
育
館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
、
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
市
役
所
の
ご
案
内
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

意
見
な
ど
の
提
出
方
法

　
月
　
日

（
消
印
有
効
）
ま

１０

３１

で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

ご
意
見
を
記
入
し
、
は
が
き
、

封
書
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

で

５
８
４
・
８
５
１
１
市
役

所
行
政
管
理
課
〔

　
９
０
３

（２５）

７
・
E
メ
ー
ルg

-k
a
n
ri@
c
ity

.to
n
d
a
b
a
y
a
sh
i.lg
.jp

〕
へ

※
直
接
持
参
も
可
。
電
話
で
の

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、

反
映
で
き
る
よ
う
に
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
個
別
に

回
答
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
行
政
管
理
課

（
内
線
３
３
９
）

広告入り窓口封筒の無償提供者を　
募集

　本市では、市民サービス向上のため、地元企

業などの広告を掲載した封筒を窓口に設置し、

来庁者の皆さんに利用していただいていま

す。 

　このたび、２８年度に使用

する広告入り窓口封筒を作

成し、無償で提供していた

だける事業者を募集しま

す。

※広告主は、事業者で募集

していただきます。

申し込み　１０月２日～１６

日（土・日曜日、祝日は除く）、午前９時～午

後５時３０分までに市民窓口課（内線13４）へ



８

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
被
保
険
者
証
に
は
国

の
法
令
な
ど
の
規
定
に
よ
り
、

裏
面
に
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
意
思
表
示
は
任
意
で
す

が
、
ご
記
入
い
た
だ
い
た
場
合

は
同
封
の
「
個
人
情
報
保
護

シ
ー
ル
」
を
貼
り
付
け
る
と
、

署
名
欄
な
ど
が
見
え
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
シ
ー
ル
に
は
新
薬

と
同
じ
有
効
成
分
で
あ
り
な
が

ら
価
格
が
安
い
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）」

希
望
の
意
思
表
示
欄
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活
用

し
、
医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
ら

　
郵
便
物
の
転
送
を
郵
便
局
へ

依
頼
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
、
被
保
険
者
証
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
は
、

　
月
　
日

以
降
に
現
在
使
用

１０

１９

さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
証
、
運

転
免
許
証
ま
た
は
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
と
印
鑑（
認
め
印
可
）を
持
っ

て
、
保
険
年
金
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

《
退
職
被
保
険
者
の
要
件
に
該

当
さ
れ
る
人
》

　
一
定
要
件
を
満
た
し
て
い
る

人
は
、「
一
般
被
保
険
者
証
」
か

ら
「
退
職
被
保
険
者
証
」
に
変

新
し
い
被
保
険
者
証
は
　

　
月
初
旬
に
郵
送
し
ま
す

１０　
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
被
保

険
者
証
は
、　

月
　
日

で
有

１０

３１

効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
新

し
い
被
保
険
者
証
（
カ
ー
ド
）

を
　
月
初
旬
に
簡
易
書
留
で
郵

１０
送
し
ま
す
。

有
効
期
間
　
　
月
１
日

～
　

１１

２８

年
　
月
　
日


１０

３１

■
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
台

紙
に
貼
り
付
け
た
状
態
で
送
付

し
ま
す
。

　
お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
た

ら
、
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
全
員
の
被
保
険
者
証
が
あ

る
か
を
確
認
し
た
上
で
、
台
紙

か
ら
剥
が
し
て
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
被
保
険

者
証
は
、
保
険
年
金
課
に
返
却

し
て
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身
で

更
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
の
保
険
者
証
も
医

療
機
関
で
の
負
担
割
合
、
保
険

料
は
同
じ
で
す
の
で
、
そ
の
ま

ま
お
使
い
く
だ
さ
い
。

《
有
効
期
限
が
短
縮
さ
れ
る
人
》

■
　
歳
に
な
る
人
（
昭
和
　
年

７５

１５

　
月
２
日
～
　
年
　
月
　
日
生

１１

１６

１０

３１

ま
れ
）
の
有
効
期
限
は
誕
生
日

の
前
日
ま
で

　
こ
れ
は
、　

歳
の
誕
生
日
か

７５

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

行
す
る
た
め
で
す
。
同
制
度
の

被
保
険
者
証
は
、
誕
生
日
の
前

月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

■
退
職
者
本
人
で
　
歳
に
な
る

６５

人
（
昭
和
　
年
　
月
２
日
～
　

２５

１１

２６

年
　
月
　
日
生
ま
れ
）
と
そ
の

１０

３１

被
扶
養
家
族
、
ま
た
は
被
扶
養

家
族
で
　
歳
に
な
る
人
の
有
効

６５

期
限
は
誕
生
月
の
末
日
ま
で

　
こ
れ
は
、
退
職
被
保
険
者
か

ら
一
般
被
保
険
者
に
変
わ
る
た

め
で
す
。
一
般
被
保
険
者
証

は
、
誕
生
月
の
中
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課

（
内
線
１
５
１
、
１
５
５
）

国民健康保険

　被保険者証を

　　　送付します
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第
６
回
と
ん
だ
ば
や
し
認
知
症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症
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フ
ォ
ー
ラ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

「
一
緒
に
つ
く
ろ
う
！
地
域
の
取
り
組
み
」

「
広
げ
よ
う
！
地
域
の
活
力
」

　
認
知
症
は
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
が
リ
ス
ク
を
高
め

る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
早
い
段
階
か
ら
の
食
生
活

の
改
善
や
適
切
な
運
動
が
大
切

で
す
。

　
ま
た
、
自
宅
内
で
の
活
動
だ

け
で
な
く
、
地
域
活
動
に
出
向

き
社
会
参
加
を
す
る
こ
と
で
、

住
民
同
士
の
見
守
り
や
支
え
合

い
な
ど
、
よ
り
健
康
的
で
効
果

的
な
活
動
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

幅
広
い
世
代
の
人
に
生
活
習
慣

病
対
策
や
認
知
症
に
つ
い
て
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
子
ど

も
た
ち
の
読
書
感
想
文
の
発
表

や
医
療
従
事
者
、
地
域
住
民
な

ど
に
よ
る
講
演
や
事
例
発
表
を

通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
予
防
法

と
先
進
的
な
地
域
の
取
り
組
み

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
後
１

１１

１４

時
～
４
時
　

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階

銀
河
の
間

内
容

■
午
後
１
時
～

◎
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
、
血
糖
・

血
圧
測
定
、
も
の
忘
れ
簡
易

チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
、
糖
尿
病

食
・
介
護
食
試
食
、
健
康
・
介

護
・
栄
養
相
談
、
服
薬
ゼ
リ
ー

体
験
、
パ
ネ
ル
展
示

■
午
後
２
時
～

◎
認
知
症
に
関
す
る
小
・
中
学

生
の
読
書
感
想
文
の
発
表
・
表

彰◎
地
域
で
の
取
り
組
み
の
発
表

◎
講
話
「
生
活
習
慣
病
予
防
」

「
歯
の
健
康
、
管
理
の
ポ
イ
ン

ト
」「
認
知
症
の
人
へ
の
服
薬
の

工
夫
」

◎
認
知
症
・
も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ

ク◎
運
動
指
導

定
員
　
４
０
０
人
（
当
日
、
直

接
会
場
へ
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
介
護
課

（
内
線
1
８
３
）



９

行政相談週間

　総務省では、行政相談制度を広く知っていただくた

め、１０月１９日～２５日までの一週間を「行政相談週間」

と定め、さまざまな行事を実施します。近畿管区行政評

価局でも「一日合同行政相談所」を開設しますので、国

の仕事やサービスなどで、「困った」「納得できない」「もっ

と詳しく知りたい」などの相談がある人は気軽にご利用

ください。

とき　１０月２０日、午前１０時～午後５時

ところ　大丸大阪心斎橋店本館７階特設会場（当日、直

接会場へ）

●本市の行政相談

　総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、皆さんの

行政に対する苦情やご意見を第三者の立場でお聞きし、

その問題解決に当たります。

●本市の行政相談委員

○水道　昌之さん

不動ケ丘町１５の２２〔(３５)２９２２〕

○冨永　清子さん

向陽台二丁目７の２５〔(２８)７０８８〕

○榊原　壽幸さん

喜志町二丁目８の１８〔(２３)３４１０〕

※毎月第３木曜日、午後１時～４時に、市役所１階市民

相談室で行政相談を実施しています（当日、直接会場

へ）。

●暮らしと行政なんでも行政相談

　大阪行政相談委員協議会では、次のとおり相談会を実

施します。

とき　１１月１７日、午前１０時～午後４時

ところ　八尾市文化会館「プリズムホール」（八尾市光町

２の４０）４階第１会議室（当日、直接会場へ）

内容　弁護士や八尾市消費者相談員、行政相談員などに

よる相談

※詳しくは近畿管区行政評価局行政相談課〔０６(６９４１)

８３５８〕へお問い合わせください。

問い合わせ　情報公開課（内線１８２）

不動産に関する無料相談

　「（公社）全日本不動産協会大阪府本部大阪南支部」と

「大阪府宅地建物取引業協会南大阪支部」が連携し、不

動産に関する無料相談を実施します。

とき　１１月５日、午後１時～４時

ところ　市役所１階市民相談室　

定員　６人（申し込み先着順）　

内容　住宅の購入や賃貸マンションの契約など不動産を

安全に取引するための事前相談

申し込み　１０月２１日～１１月４日（土・日曜日、祝日

を除く、午前９時～正午、午後１時～４時）までに、「（公

社）全日本不動産協会大阪府本部大阪南支部」〔０７２

(２６３)７２２２〕へ
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月
は
「「
府
部
落
差

府
部
落
差
別別

１０事
象
に
係
る
調
査
等

事
象
に
係
る
調
査
等
のの

規
制
等
に
関
す
る
条
例

規
制
等
に
関
す
る
条
例
」」

啓
発
推
進
月
間
で
す

　
結
婚
差
別
や
就
職
差
別
な
ど

は
、
重
大
な
人
権
侵
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。
同
条
例
は
、
基
本

的
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
、
個

人
お
よ
び
土
地
に
関
す
る
事
項

の
調
査
に
あ
た
っ
て
、
部
落
差

別
事
象
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
の

あ
る
調
査
、
報
告
な
ど
の
行
為

を
規
制
し
て
い
ま
す
。
同
条
例

の
趣
旨
で
あ
る
「
差
別
に
つ
な

が
る
個
人
調

査
や
土
地
調

査
の
依
頼
は

し
な
い
」「
依

頼
が
あ
っ
て

も
調
査
や
報
告
は
し
な
い
」
を

十
分
理
解
し
、
差
別
の
な
い
人

権
の
尊
重
さ
れ
た
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
他

人
の
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
は
、

原
則
と
し
て
弁
護
士
、
司
法
書

士
な
ど
が
職
務
目
的
で
入
手
す

る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
委

任
状
の
偽
造
な
ど
に
よ
る
不
正

取
得
は
違
法
行
為
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
府
人
権
局
人
権

擁
護
課
〔

０
６
（
６
２
１
０
）

９
２
８
２
〕

　
身
近
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実

態
を
学
び
、
自
分
自
身
の
「
気

づ
き
」
の
感
度
ア
ッ
プ
を
図
る

と
と
も
に
、
相
談
を
受
け
た

り
、
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
り

し
た
と
き
の
対
処
法
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

と
き
　
　
月
　
日
～
　
年
２
月

１１

１８

２８

男
女
共
同
参
画
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

受
講
生
募
集

～
知
ろ
う
！
シ
リ
ー
ズ
わ
た
し
の
気
づ
き
講
座
～

３
日
の
毎
週
水
曜
日
（
　
月
　

１２

２３

日
、
　

日
は
除
く
）、
午
前
　
時

３０

１０

～
正
午
（
全
　
回
）

１０

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
の

女
性

定
員
　
　
人
　
※
託
児
あ
り

２０

（
定
員
５
人
、
２
歳
～
就
学
前

の
子
ど
も
対
象
、
要
予
約
）。　

講
師
　
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
堺
ス
タ
ッ
フ

申
し
込
み
　
　
月
　
日

～
　

１０

１３

１１

月
２
日

ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
人

権
政
策
課
（
内
線
４
７
４
）〔
Ｅ

メ
ー
ルjin

k
e
n
@
c
ity
.to
n
d
a

b
a
y
a
s
h
i.lg
.jp

〕
へ
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
抽
選
、
土
・
日

曜
日
は
Ｅ
メ
ー
ル
の
み
受
け
付

け
）

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
こ
ち

ら
か
ら
確
認
メ
ー
ル
を
返
信
し

ま
す
の
で
、
メ
ー
ル
の
受
信
が

で
き
る
よ
う
設
定
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。



１０

　
都
市
計
画
道
路
と
は
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
い
て
都
市
計
画

決
定
さ
れ
る
都
市
の
骨
格
を
形

成
す
る
道
路
を
い
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
都
市

計
画
決
定
以
来
、
長
期
に
わ
た

り
事
業
に
着
手
し
て
い
な
い
都

市
計
画
道
路
の
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路

　
　
　
見
直
し
説
明
会
を

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

３
８
４
の
１
）
３
階
第
１
・
第

２
会
議
室

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
大

阪
狭
山
市
役
所
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
駐
車

場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
路
線
　
３
路
線
（
左
図
参

照
）

※
詳
し
い
路
線
図
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
４
５
３
、
４
５
９
）

地
域
の
交
通
を
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か

　「
高
齢
者
が
増
え
て
将
来
の

外
出
や
買
い
物
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
」「
子
ど
も
や
主
婦
な

ど
、
車
を
運
転
で
き
な
い
人
が

多
く
交
通
機
関
ま
で
遠
い
」
な

ど
、
日
頃
の
外
出
に
不
便
を
感

じ
て
お
ら
れ
る
人
の
移
動
に
つ

い
て
地
域
と
と
も
に
考
え
る
、

「
地
域
の
交
通
を
考
え
る
勉
強

会
」
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
。

　
本
市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
地
域
の
交
通
を
考
え
る
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
同
勉
強
会
の
開
催
を
考
え

る
団
体
に
出
張
し
て
、
地
域
の

交
通
に
つ
い
て
市
や
交
通
の
専

門
家
な
ど
が
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
町
会
（
自

治
会
）
や
老
人
会
な
ど
ご
近
所

が
集
ま
る
機
会
に
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

全国道路・街路交通情勢調査を実施し
ています

　国土交通省では、都道府県、政令指定都市およ

び高速道路会社と連携して、９月～１１月にかけ

て、全国道路・街路交通情勢調査を実施していま

す。同調査は、昭和３年からおおむね５年ごとに

実施している全国的な規模の調査で、道路と道路

交通の実態を把握し、道路の計画、建設、管理な

どについて基礎資料を得ることを目的としていま

す。同調査では、道路の状況調査やアンケート調

査による自動車の利用実態に関する調査を実施し

ます。

　なお、アンケート調査は、自動車をお持ちの人

の中から無作為に抽出されたご家庭に調査票を配

布しますので、調査へのご協力をお願いします。

問い合わせ　国土交通省近畿地方整備局大阪国道

事務所地域調整課〔０６(６９３２)１４２１〕　

　
こ
の
た
び
、
次
の
都
市
計
画

道
路
に
つ
い
て
、
同
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
後
７

１０

３０

時
～
８
時
、　

月
１
日

、
午

１１

後
１
時
～
２
時
　

※
い
ず
れ
も
同
じ
内
容
の
説
明

会
で
す
。

と
こ
ろ
　
大
阪
狭
山
市
役
所

（
大
阪
狭
山
市
狭
山
一
丁
目
２
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市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
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松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

市
営
錦
織
住
宅
、
市
営
若
松
団
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
のののののののののののののののののののののののののののののの

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
ををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
ししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままま

入
居
者
を
募
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

募
集
住
宅
・
戸
数
な
ど
　
左
下

表
の
と
お
り

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

②
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
世
帯

④
保
証
人
が
あ
る
人

⑤
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
収
入

基
準
に
合
う
人

・
申
込
家
族
全
員
（
申
込
者
と

同
居
人
）
の
収
入
を
含
め
た
計

算
後
の
月
収
額
が
　
万
８
０
０

１５

０
円
以
下
の
人

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
裁
量

階
層
世
帯
（
高
齢
者
、
障
が
い

者
な
ど
の
世
帯
）
に
該
当
す
る

人
は
、
計
算
後
の
月
収
額
が
　１５

万
８
０
０
０
円
を
超
え
　
万
９

２５

０
０
０
円
以
下
の
人
で
も
申
し

込
み
が
で
き
ま
す

⑥
申
込
者
が
独
立
の
生
計
を
営

む
人
で
家
賃
、
共
益
費
を
払
う

こ
と
が
で
き
る
人

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
第
２
条
第
６
項
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
人

※
親
子
等
近
居
募
集
に
つ
い
て

は
、
介
護
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た
め
の
募

集
で
、
市
営
錦
織
住
宅
に
つ
い

て
は
第
二
中
学
校
区
内
に
、
市

営
若
松
団
地
に
つ
い
て
は
第
一

中
学
校
区
内
に
親
族
が
居
住
し

て
お
り
、
近
居
す
る
こ
と
に
よ

り
双
方
の
利
益
が
見
込
ま
れ
る

世
帯
に
限
り
ま
す
。

※
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
募
集
に

つ
い
て
は
、
地
域
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た
め
、

申
込
者
が
第
一
中
学
校
区
内
に

６
カ
月
以
上
継
続
し
て
居
住
ま

た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
世
帯
に

限
り
ま
す
。

　
道
路
上
に
乗
り
上
げ
ブ
ロ
ッ

ク
や
鉄
板
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
ス
テ
ッ
プ
板
を
置
く
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
行
中

の
バ
イ
ク
や
自
転
車
が
乗
り
上

げ
た
り
、
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て

転
倒
し
、
重
大
な
人
身
事
故
を

引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
の
で

設
置
さ

れ
て
い

る
人
は

撤
去
し

て
く
だ

さ
い
。

　
道
路

と
の
段

差
を
解

消
す
る
た
め
に
は
、
歩
道
や
縁

石
の
切
り
下
げ
工
事
を
自
費

（
自
己
負
担
）
で
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
事
前
に
「
道
路
管
理
者
」

の
承
認
が
必
要
で
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
道
路
交
通
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
、
４
１
４
）

道路上に乗り上げ
ブロックなどを設
置することは禁止
されています！

申
込
書
の
配
布
　
　
月
１
日


１０

～
　
日

ま
で
住
宅
政
策
課
、

１５
金
剛
連
絡
所
、
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
、
南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー

で
配
布
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
）

申
し
込
み
　
　
月
１
日

～
　

１０

１５

日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
指

定
の
封
筒
で
郵
送
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
抽
選
）

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
６
、
４
３
７
）



１２

　
８
月
６
日
に
広
島
市
で
開
か

れ
た
平
和
記
念
式
典
に
、
市
民

代
表
と
し
て
田
中
　
典
子
さ

ん
・
大
地
さ
ん
（
小
学
５
年
生
）

親
子
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
親
子
平
和
の
旅
で
は
、

平
和
記
念
式
典
へ
の
参
列
や
平

和
記
念
資
料
館
の
見
学
、
昨
年

の
「
平
和
を
考
え
る
戦
争
展
」

で
市
民
の
皆
さ
ん
が
平
和
へ
の

親子平和の親子平和の旅旅
参加報参加報告告

思
い
を
託
し
て
折
っ
た
折
り
鶴

と
市
長
か
ら
の
平
和
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
な
お
、
報
告
と
し
て
田
中
さ

ん
親
子
に
提
出
し
て
い
た
だ
い

た
感
想
文
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
人
権
政
策

課
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

７月２８日、多田市長の平和メッセージと市民７月２８日、多田市長の平和メッセージと市民のの
皆皆さんが折った折り鶴を受け取る田中さん親さんが折った折り鶴を受け取る田中さん親子子

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ル
）
を
含
む
電
気
機
器
（
変

圧
器
、
コ
ン
デ
ン
サ
、
家
庭
用

を
除
く
照
明
安
定
器
な
ど
）
を

使
用
ま
た
は
保
管
し
て
い
る
場

合
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
届
け
出
が
必
要
で
す
。
　

　
事
業
所
の
電
気
室
、
キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
、
倉
庫
な
ど
を
点
検
し

て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
が
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
直
ち
に
届
け
出
し
、
適

正
に
保
管
、
処
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
を
含
有

し
て
い
る
電
気
機
器
を
使
用
ま
た
は
保
管
し

て
い
な
い
か
点
検
を
！

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
府
事
業
所
指
導

課
調
整
グ
ル
ー
プ〔

０
６（
６

２
１
０
）
９
５
８
３
〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
　
月
　
日

～
　
日

ま
で

１０

１１

２０

の
　
日
間
、「
全
国
地
域
安
全
運

１０
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
重
点
項
目
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

重
点
項
目

○
ひ
っ
た
く
り
の
被
害
防
止

○
車
上
狙
い
、
部
品
狙
い
の
被

害
防
止

○
侵
入
盗
の
被
害
防
止

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

○
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

○
地
域
の
輪
　
み
ん
な
で
守
ろ

う
　
子
ど
も
の
未
来

○
振
り
向
い
て
　
あ
な
た
の
後

ろ
に
　
迫
る
影

○
声
か
け
て
　
み
ん
な
で
防
ご

う
　
特
殊
詐
欺

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て

　
　
　
　
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

全
国
地
域
安
全
運

全
国
地
域
安
全
運
動動

○
「
還
付

金
　
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
行
っ

て
」
は
詐

欺
！

○
カ
ギ
掛

け
て
　
減

ら
そ
う
　

な
く
そ
う

　
自
転
車

盗○
カ
ギ
締

め
て
　
荷

物
残
さ
ず
　
か
ら
っ
ぽ
に

　
期
間
中
、
市
防
犯
委
員
会
な

ど
と
協
力
し
、
駅
前
で
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
布
す
る
な
ど
、
犯

罪
防
止
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

〔

　
１
２
３
４
〕 

（２５）



１３

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

学校給食用物資納入業者登録申請を受
け付け

　市小・中学校給食会では、２８～３０年度の学校給

食用物資納入業者の登録申請を受け付けます。

登録申請書の配布・受け付け　１０月１日～１６日

に、富田林学校給食株式会社（第二学校給食セ

ンター内）で配布する申請書（小・中学校共通様

式）に必要書類を添付し、１０月１９日～２７日ま

で（いずれも土・日曜日、祝日を除く午前８時～

午後４時）に富田林学校給食株式会社へ（郵送不可）

※受け付け後、審査の上登録します。

※その他、登録要件など詳しくはお問い合わせく

ださい。

問い合わせ　小学校給食用物資納入業者登録に関

することは第二学校給食センター内市小学校給食

会事務局（富田林学校給食株式会社）〔(２８)

６３６３〕、中学校給食用物資納入業者登録に関する

ことは第一学校給食センター内市中学校給食会事

務局〔(３４)７１１０〕

　
就
職
に
つ
い
て
悩
み
や
疑
問

の
あ
る
　
歳
か
ら
お
お
む
ね
　

１５

４０

歳
代
前
半
ま
で
の
人
お
よ
び
子

ど
も
の
就
職
で
悩
ん
で
い
る
保

護
者
な
ど
を
対
象
に
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
就
労
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
就

職
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
後
１

１１

１１

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
南

館
３
階
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
河

内
長
野
市
長
野
町
５
の
１
）

内
容
　
１
回
　
分
の
個
別
就
職

５０

相
談
会

定
員
　
　
組（
申
し
込
み
先
着
順
）

１２

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当

日
参
加
も
可
。

参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
府
総
合
労
働
事
務
所

の
職
員
に
よ
る
労
働
相
談
も
同

時
開
催
し
ま
す
の
で
、
賃
金

カ
ッ
ト
、
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
相
談

の
あ
る
人
は
お
越
し
く
だ
さ
い

（
年
齢
不
問
、
当
日
直
接
会
場

へ
）
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
１
、

　
２
０
２

（２６）

０
）

　
今
年
　
月
１
日

か
ら
、
府

１０

最
低
賃
金
の
金
額
が
改
正
さ
れ

ま
す
。

府最低賃金が
改正

若
者
就
職
応
援
相
談
会
 

　
　
　
　
　
　
　
 南
河
内

in

　
普
段
皆
さ
ん
に
分
別
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

（
発
泡
ト
レ
イ
や
卵
パ
ッ
ク
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
お
よ

び
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
）
に
つ
い
て

は
、
毎
年
収
集
し
た
物
の
品
質

調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
６
月
　
日
に
ペ
ッ

３０

ト
ボ
ト
ル
、
７
月
　
日
に
プ
ラ

２３

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
品
質

調
査
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

総
合
評
価
「
A
」（
最
高
評
価
）

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
分
別
意
識
の
結
果
で
あ

り
、
非
常
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
資
源
ご
み
の
分
別

収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
品
質
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

～
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
を
～

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料ごみ処理手数料をををををををををををををををををををををををををををををを

改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定しししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままま改定しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
　
月
１
日

お
よ
び
　
年
４

１１

２８

月
１
日

か
ら
、
南
河
内
環
境

事
業
組
合
 第
１
清
掃
工
場
で

の
、
直
接
持
ち
込
み
の
ご
み
処

理
手
数
料

を
、
下
表

の
と
お
り

改
定
し
ま

す
の
で
、

皆
さ
ん
の

ご
理
解
と

ご
協
力
を

お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ

せ
　
南
河

内
環
境
事

業
組
合
総

務
企
画
課

〔

　
６
（３３）

５
８
４
〕

　
こ
れ
に
よ
り
、
使
用
者
は
労

働
者
に
対
し
て
、
次
の
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

時
間
額
　
８
５
８
円

※
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

を
含
む
全
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

※
特
定
産
業
の
労
働
者
に
つ
い

て
は
、
別
に
産
業
別
最
低
賃
金

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
大
阪
労
働
局
賃

金
課
〔

０
６
（
６
９
４
９
）

６
５
０
２
〕

　



１４

津々山台　

　兼子　 和  也 ちゃん（１歳４カ月）
かず や

　　　　 七  実 ちゃん（５歳４カ月）
なな み

　　　　 創  太 ちゃん（３歳４カ月）
そう た

パパママの子どもにうまれてくれてあ

りがとう。大好きだよ。

小金台　

　小栢　 航  世 ちゃん（４歳）
こう せい

　　　　 広  樹 ちゃん（１歳２カ月）
ひろ き

　　　　 洋  太 ちゃん（３歳）
よう た

兄弟３人ずっと仲良しでいてね

久野喜台・高辺台　

　小林　 玄  徳 ちゃん（４カ月）
げん とく

　伊井　 菜  ノ  香 ちゃん（６歳）
な の か

大きくなったら一緒にお酒を飲もうね！

イ わ が 家
の ア ド ル

　わが家のアイドル（対象年齢は４

歳未満、兄弟・姉妹と一緒に写って

いる写真でも可）は、写真の裏に、

名前（ふりがな）と撮影時の年齢

（月齢）を記入し、メッセージ（20

字程度）を添えて、封書で左記の宛

先まで応募してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後にな

ります。

宛先

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）
。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
月
号
の
「
俳
句
」
は
　
月
　
日

、　

年

１２

１０

３１

２８

１
月
号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
順
」）
は
　
月
　
日

１１

３０


、
２
月
号
の
「
短
歌
」
は
　
月
　
日

ま
で

１２

３１

に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

富
柳
会
　
池
　
森
子
選

　
　
今
月
の
宿
題
「
実
る
」

＝
秀
句
＝

永
年
の
努
力
が
実
り
今
日
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
陽
台
　
佐
々
木
　
七
朗

∧
選
評
∨
何
事
も
努
力
な
く
し
て
の
結
果
オ
ー
ラ
イ

と
は
行
か
ぬ
現
実
が
そ
こ
に
あ
る
。
そ
し
て
平
凡
さ

の
中
に
も
非
凡
な
発
想
と
努
力
す
る
と
こ
ろ
に
個
性

が
宿
る
。
人
並
み
の
努
力
で
は
実
ら
な
い
未
来
の
為

に
と
我
が
身
に
浴
び
せ
る
、 叱
咤
 激
励
。

し
っ
た

ま
っ
し
ぐ
ら
少
年
の
夢
今
た
わ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
台
　
　
松
本
　
正
治

人
恋
う
て
心
が
実
る
秋
の
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
田
　
　
　
岸
本
　
慶
子

実
る
ほ
ど
 傲
  岸
 不
遜
の
人
が
居
る

ご
う
 が
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
風
台
　
　
　
正
木
　
浩

八
十
路
越
え
老
い
の
ス
キ
ル
も
実
り
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
町
　
　
　
　
高
井
　
義

優
し
さ
と
強
さ
が
実
る
母
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
金
台
　
岡
野
　
安
希
子

実
る
日
を
夢
見
て
散
っ
た
花
 数
多
 

あ
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
辺
台
　
福
元
　
田
鶴
子

遊
ぶ
だ
け
遊
ん
で
実
る
エ
ト
セ
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
吟

※
　
月
号
は
「
短
歌
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

１１
募
は
９
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

３０



１５

水道水、飲めます!!安全です!!

　皆さんは最近、蛇口からの水道水をそのまま飲まれ

たことがありますか。

　浄水器を取り付けたり、ボトルウォーターを購入し

て飲み水に利用したりしているご家庭も多いのではな

いのでしょうか。

　しかし、水道水はそのまま飲めるのです！

　それは、水道法という法律に基づいて作られ、厳し

い水質検査に合格した水道水を皆さんに届けているか

らです。

◆きれいな水道水の作られ方

　きれいな水道水を作るため、水源である井戸やダム

の水に薬品を入れて濁りやゴミを集めて沈殿させま

す。沈殿した上澄み水を特殊な砂でろ過をした後に殺

菌消毒用の塩素を加えます。塩素臭を感じることがあ

るのはこのためです。

　また、昔は「かび臭い」とよく言われていた水道水

ですが、「高度浄水処理技術」の確立により、かび臭の

発生は格段に減っています。

　水質検査については、厚生労働省令で定められた水

道の水質基準５１項目と水質管理目標２６項目を設定し、

厳しく検査しています。濁りや色、残留塩素濃度など

主な項目については、毎日検査し、異常のない安全な

水であることを確認しています。他の項目についても

定期検査によって安全を確認しています。

◆よりおいしく水を飲んでいただくには

　次に、水道水をよりおいしく飲んでいただくための

３つの方法をご紹介します。

①冷蔵庫で１０～１５度くらいに冷

やす

②弱火で５分以上沸騰させる　

③レモン果汁を入れる

　②と③では塩素臭が消えて飲

みやすくなります。ただし、塩

素分が抜けた水は保存性が悪く

なるので、できるだけ早めに使い切ってください。

　今後も皆さんへ安全で安心な水道水を提供できるよ

うに努めてまいりますので、ご理解とご協力をよろし

くお願いします。　　　　　　水道工務課（内線２５５）

地地球球ににややささししいい省省エエネネラライイフフ
●
自
動
車
の
適
正
な
使
用
を
！

　
自
動
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
、
急
発

進
、
急
加
速
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
の
適

正
化
を
は
じ
め
と
す
る
点
検
・
整

備
の
励
行
な
ど
、
自
動
車
の
適
正

な
使
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
自
動
車
利
用
の
自
粛
を
！

　
車
で
買
い
物
に
行
く
と
き
は
、

一
度
の
外
出
で
済
む
よ
う
に
買
い

物
メ
モ
を
つ
く
る
な
ど
し
て
不
必

要
な
寄
り
道
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、

旅
行
な
ど

で
初
め
て

の
土
地
を

走
る
と
き

は
、
迷
う

と
時
間
と

ガ
ソ
リ
ン

の
無
駄
遣
い
で
す
。
事
前
に
ル
ー

ト
を
地
図
で
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
み
ど
り
環
境
課（
内
線
４
３
２
）

　
今
、
地
球
温
暖
化
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
解

決
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

の
大
量
生

産
・
消
費
・

廃
棄
型
の

暮
ら
し
を

根
本
的
に

見
直
し
、

限
り
あ
る

資
源
を
節

約
し
、「
地

球
に
や
さ

し
い
省
エ

ネ
ラ
イ
フ
」
を
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
の
省
エ
ネ
ラ
イ
フ
目
標
！

●
徒
歩
、
自
転
車
の
利
用
を
！

　
短
距
離
の
移
動
は
、
な
る
べ
く

徒
歩
や
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
健
康
増
進
や
肥
満
解
消
に
も

徒
歩
や
自
転
車
は
有
効
で
す
。

　
一
日
　
分
以
上
は
、
車
に
乗
ら

３０

ず
徒
歩
で
の
移
動
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
　
地
球
が
大
変
で
す
　!!

「アイドリング・ストップ」「毎月20日はノーマイカーデー」　
地球温暖化防止対策の一環として、アイドリング・ストップなどの経済運転にご協力ください。
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ト
ピ
ッ
ク
ススススススススススス

　８月29日、すばるホールで、「ドイツ青少年

オーケストラとの国際親善第九演奏会」が開催

されました。当日は、ドイツから来日した青少

年オーケストラの演奏に乗せて、市内で活動す

る幅広い年齢層で構成された約120人が、第九

を歌いました。フィナーレの第４楽章では、大

迫力の合唱で観客を魅了し、演奏終了後には、

いつまでも拍手が鳴りやまないなど、会場は満

足感いっぱいの笑顔であふれていました。

■■第九の演奏で国際親第九の演奏で国際親善善

１６

　８月29日、富田林寺内町周辺で、じないまち四季物語2015「夏」第12回富田林寺内町 燈  路 が開
とう ろ

催されました。当日、夕方に降った雨の影響で路面が濡れ、石畳に映る行灯は、いつも以上に幻想

的な表情になりました。

　当日は、浄谷寺での講談師による妖怪ばなしの一席や、旧 万  里  春 酒蔵では地元出身のギタリスト
ばん りの はる

によるブルースライブも開催され、来場者は、ゆく夏の夜を惜しむかのように楽しんでいました。

■■雨に濡れた石畳に映る、幻想的な1000基雨に濡れた石畳に映る、幻想的な1000基のの行 行 
ああんん

灯 灯 
どどんん

　８月23日、中央公民館で、「夏休みアートな

ワークショップ～シンブンの巨人をつくろう！～」

が開催されました。当日は、新聞紙を思い思い

の形に丸めたり、色とりどりのクラフトテープ

で貼り合わせたりしながら、ブルーシートいっ

ぱいに、全長約８㍍の巨人をみんなで協力して

作りました。参加した子どもたちは「新聞紙の

感触が柔らくて気持ちよかった。大きな巨人が

でき、うれしかった」と笑顔を見せていました。

■新聞でできた全長８■新聞でできた全長８㍍㍍のの巨人巨人



■理科の実験、おもしろいな～

　８月20日、児童館で、「夏休みわくわく教室」

が開催されました。これは、身近な材料を使っ

て、子どもたちに理科の楽しさを体験してもら

おうと企画されたもの。当日は、重いものを簡

単に持ち上げる実験にチャレンジ。空気を入れ

たポリ袋の上に、水を入れた２㍑ペットボトル

６本を置き、ストローで息を吹き込むと、軽々

と持ち上がりました。これにはみんなビックリ

し、あちこちから大きな歓声が上がりました。

■秋の収穫を満喫！

　９月５日、農業公園サバーファームで、サツ

マイモが収穫の時期を迎え、たくさんの家族連

れが芋掘りを楽しんでいました。サツマイモを

傷つけないように少しずつ土を掘っていき、土

の中から大きなサツマイモが顔を出すと子ども

たちからは「すごく大きい！」と歓声が上がっ

ていました。サバーファームでは10月下旬まで

芋掘りが楽しめますので、ぜひ、ご家族やご友

人などとお越しください。

■一連の救急活動を実演

　９月１日、きらめきファクトリーで、「まちラ

イブラリー」が始まりました。「まちライブラ

リー」とは、心を動かされた本などにメッセー

ジを書いて寄贈していただき、次にその本を読

んだ人もメッセージを書いていく、本を通じて

人がつながるコミュニケーション図書館のこと

です。さまざまな本が置いてありますので、皆

さんぜひ、お越しください。また、寄贈してい

ただける本も募集しています。

　９月６日、エコール・ロゼで、市消防本部発

足50周年を記念して「消防フェア」が開催され

ました。

　「買い物中に、突然心肺停止状態になった」と

の想定で、救急車の要請方法からＡＥＤの使用、

心肺蘇生、救急隊到着後の救命救急隊員による

処置など一連の救急活動を実演しました。

　見学に訪れた人たちは、本番さながらの隊員

の機敏な処置を真剣に見入っていました。

■人と人がつながる図書館

１７



保健医療
明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、４月号広報
に折り込みの「平成２７年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

高齢者を対象とした              

インフルエンザ予防接種事業

対象者　①満６５歳以上で希望する人、

②心臓・腎臓・呼吸器の機能またはヒ

ト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）により

免疫機能に障害を有し、身体障がい者

手帳１級または同程度の障がいがある

満６０歳以上６５歳未満で希望する人

接種回数　１回

実施期間　１０月１日～２８年１月３１日

実施医療機関　４月号広報に折り込み

の「平成２７年度保健事業案内」に記載

（なお、矢野クリニック（向陽台）と

中村医院（太子町）が閉院のため実施

なし。おくひら内科（向陽台）〔(４０)

５５６９〕が開院のため追加になります）

※かかりつけの医療機関が河内長野

市、大阪狭山市、羽曳野市にある場合

は、接種可能か医療機関へお問い合わ

せください。

費用　１０００円　

※市外の施設や病院に入所・入院中の

人で、接種費用が１０００円を超えた場合

は保健センターへご相談ください。

※生活保護世帯の人は無料で受けるこ

とができますので、接種前に保健セン

ターまたは生活支援課（内線１６５）へお

問い合わせください。

持ち物　健康保険被保険者証、介護保

険被保険者証または住所、氏名、生年

月日が確認できる書類、身体障がい者

手帳（６０歳以上６５歳未満の人）

その他

・予診票は医療機関に備え付けていま

す。受ける前に記入してください。

・現在通院（治療）中の人やアレルギー、

免疫不全の人は主治医に予防接種を受

けられるか、よくご相談ください。

富田林病院助産師・正看護師・
看護助手募集

職種　助産師、正看護師（いずれも正

規職員）、看護助手（パート職員）　

※勤務形態や申し込み方法など詳しく

はお問い合わせください。

問い合わせ　富田林病院総務課〔(２９)

１１２１・Ｅメールjinji@tonbyo.org〕　

※見学も随時受け付けしています。

１８

健康教室  「糖尿病の最新の知

見と治療」

とき　１１月１８日、午後２時～３時３０分

ところ　新堂診療所（若松町一丁目１９

の１０）　

内容　糖尿病についての最新の知見と

治療方法など

定員　３０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

講師　山田　和紀さん（新堂診療所医

師）

申し込み　１０月１３日、午前９時～、

新堂診療所〔(２３)３０６８〕へ

肝炎・肝がんに関する講習会

とき　１１月１０日、午後２時３０分～４時

ところ　近畿大学医学部付属病院（大

阪狭山市大野東３７７の２）

内容　講演「肝炎・肝がんの基礎知識」、

肝疾患患者の体験談など　

定員　５００人（申し込み先着順）

参加費　無料

講師　上嶋　一臣さん（近畿大学医学

部付属病院消化器内科医師）

申し込み　１０月６日～３０日まで

に、富田林保健所企画調整課〔(２３)

２６８１・(２４)７９４０〕へ

PC14D001
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１９

 

子育て相談会

　保健センターでは、毎月１回（第３

火曜日、午後１時～４時）、子育て相談

会を開催していますので、気軽にご利

用ください（要予約）。

内容　身体計測、発育発達、母乳、離

乳食、幼児食、育児に関する不安や心

配事など子育て全般に関する相談　

※身体計測のみを希望する人は午後２

時３０分～３時に直接お越しください。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕

プレ・ママパパ教室

　出産や育児のことなどをみんなで学

んだり、話し合ったりする教室です。

ぜひご夫婦で参加してください。

とき　１１月２日、午後１時～３時１０

分、１８日、午後１時３０分～３時３０分、

２９日、午前９時１５分～正午（全３回）

ところ　保健センター

講座･催し
内容　妊娠中の過ごし方、歯の話、子

育て支援サービスの紹介、 沐  浴 実習、
もく よく

妊婦疑似体験、妊娠中の人同士や先輩

ママとの交流会など

対象者　妊娠中の人とその家族

定員　２５組（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　１０月６日、午前９時～、

保健センター〔(２８)５５２０〕へ

 

10月から市立休日診療所（歯科）
の診療が午前のみとなります

　１０月から市立休日診療所（歯科）の

診療が午前のみとなります。

　受付時間は、午前９時～１１時３０分です。

※年末年始は午後１時～３時３０分も受

け付けします。

※なお、内科の診療については、これま

でどおり、午前９時～１１時３０分と午後

１時～３時３０分の受け付けとなります。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕

 健診・予防接種



⑨リズム運動と給食試食会

とき　１１月１１日、午前９時３０分～１１時

ところ　金剛東保育園　定員　５組

⑩幼児食試食会

とき　１１月１２日、午前９時３０分～１１時

ところ　富田林保育園　定員　１０組

申し込み　①②は１０月６日～、④は

７日～、⑤⑥は８日～、③は１３日

～、⑦は１９日～、⑩は２７日～、

⑨は２８日～、⑧は１１月４日～各園

へ（申し込み先着順、各園の電話番号

は下表に記載）

あかちゃん講座

●いちごちゃんコース（年少コース）

とき　１０月２０日、２７日、午前９時

３０分～１１時（全２回）

対象者　平成２７年１月１日以降に生ま

れた子どもとその親　

●みかんちゃんコース（年長コース）

とき　１０月２０日、１１月５日、午前

９時３０分～１１時（全２回）

対象者　平成２６年

４月２日～２６年１２

月３１日に生まれた

子どもとその親　

ところ　若葉保育

園

内容　離乳食試食会とふれあい遊び

定員　各５組（申し込み先着順）

申し込み　いずれも１０月６日～、若

葉保育園〔(２４)３３０８〕へ

子育て講座

①運動会ごっこ

とき　１０月１３日、午前１０時～１１時

ところ　常徳保育園　定員　１０組

②幼児食試食会

とき　１０月２０日、午前９時４５分～１１

時３０分

ところ　金剛保育園　定員　１０組

③リズム・ふれあい遊び　

とき　１０月２０日、午前１０時～１１時

ところ　ふれんど保育園　定員　１０組

④親子で遊ぼう！＆親子で給食試食会

とき　１０月２１日、

午前１０時～１１時３０分

ところ　彼方保育園

定員　５組

⑤親子給食試食会

とき　１０月２２日、午前９時３０分～１１

時３０分

ところ　大伴保育園　定員　５組

⑥ミニ運動会

とき　１０月２２日、午前９時３０分～１１時

ところ　金剛東保育園　定員　１５組

⑦離乳食講座

とき　１１月４日、午前１０時～１１時

ところ　みどり保育園　定員　１０組

⑧リトミック

とき　１１月１０日、午前１０時～１１時　

ところ　常徳保育園　定員　１０組

育児教室「ぴよぴよクラス」

とき　１１月１８日、午後０時５０分～３

時１５分　ところ　保健センター

内容　離乳食の進め方、調理実演、試

食、育児の話、交流会、ふれあい遊び、

個別相談など　対象者　４カ月児健診

受診後～８カ月未満の乳児と保護者　

定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　１０月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

２０

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。



 

児童手当の支払月です

振込日　１０月５日（６～９月分）

児童１人当たりの支給月額　下表のと

おり

　ただし、２７年度児童手当現況届が未

提出のため、支払いが差し止めになっ

ている人などには振り込みできませ

ん。なお、住所、受給者、児童数、昨

年度の所得金額などに変更があった場

合や公務員となり職場から支給される

ようになった場合は、必ず届け出てく

ださい。

問い合わせ　こども未来室（内線２０４）

ひとり親家庭医療証が「水色」
に変わります

　現在、「ひとり親家庭医療証」（桃色）

をお持ちの人は、１０月３１日で有効期

限が切れます。引き続き該当する人に

は、新しい医療証（水色）を１０月末に

郵送します。届かない場合や初めて申

請される人は、お問い合わせください。

　また、同医療証をお持ちの人で健康

保険証や住所などに変更のある人は速

やかに届け出てください。

対象者　本市に住所を有し、健康保険

に加入し、前年中の所得が所得制限（児

童扶養手当に準ずる）内で、次のいず

れかに該当する人

・母子家庭の母および児童

・父子家庭の父および児童

・父または母が一定の障がいの認定を

受けている場合は、その配偶者と児童

・両親のいない児童およびその養育者

※児童とは、１８歳に達する日以後の最

初の３月３１日までの人。

問い合わせ　福祉医療課（内線１６３、１６４）

児童福祉
赤ちゃんを短期間お世話して
くださる人を募集します

　私たちの身近には、さまざまな事情

により自宅で親と一緒に暮らすことの

できない子どもたちがいます。このよ

うな子どもたちが、家に帰れるように

なるまでの間、親に代わって家庭の中

で育ててくださる人（養育里親）を府

では「はぐくみホーム」という愛称を

つけ、登録の促進に取り組んでいます。

　このたび、おおむ

ね０～２歳の赤ちゃ

んを短期間（１～２

週間程度）ご自宅で

預かりお世話してく

ださる「乳幼児短期

専任はぐくみホーム」を募集します。

　同はぐくみホームになるには、面接

や家庭訪問による調査、研修、施設実

習の受講などが必要です。詳しくは府

富田林子ども家庭センターまでご相談

ください。

問い合わせ　府富田林子ども家庭セン

ター〔(２５)１１７２〕

 

第１回親子ふれあいフェスタ
（旧親子まつり）

とき　１１月３日、午前１０時～午後２時

ところ　富田林小学校体育館・運動場

（雨天決行）　※駐車場には限りがあ

りますので、できるだけ公共交通機関

をご利用ください。

内容　第１部＝あんちゃんのうたあそ

び（午前１０時～１１時）、第２部＝模擬店、

遊びコーナー、青空広場（午前１１時～

午後２時）　入場料　無料

問い合わせ　ともっち保育園〔(２８)

１５８４〕

第25回富田林母親大会

　「子どもたちに平和な未来を！被爆・

戦後70年戦争体験を聞こう」をテーマ

に同大会を開催します。

とき　１０月２４日、午後１時３０分～３

時３０分　

ところ　すばるホール２階リハーサル室

講座･催し

内容　戦争体験者による体験談、核兵

器不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議の

報告など

定員　１００人（当日、直接会場へ）　

※保育あり、定員１０人。

参加費　３００円

問い合わせ　富田林母親連絡会〔(２４)

３２０９〕

リトミック音楽体験教室

　子育てサークル「音の幼稚園」では、

同体験教室を実施します。音楽に合わ

せて、楽しく体を動かしましょう。

とき　１０月２０日、１１月１０日、午前

１０時～１０時５０分

ところ　市民総合体育館　

対象者　１～３歳児

定員　各２０人（申し込み先着順、ただ

し初めての人を優先、１人１回のみ参

加可）　

参加費　無料　

申し込み　１０月７日～、藤本さん

〔０８０(６１１８)０５１４〕へ　※同サークル

では会員も募集しています。

梅の里保育園内　　　　　　
子育て支援センターの催し

①エンジョイイベント「運動会」

とき　１０月１０日、午前１０時～１１時３０分

対象者　就学前の子どもとその保護者

②親子教室「英会話」

とき　１０月２７日、１１月１０日、１２月

１５日、２８年１月２６日、２月９日、

午前１０時３０分～１１時（全５回）

対象者　平成２３年４月２日～２５年４月

１日に生まれた子どもとその親　

③育脳ヨガ

とき　１１月１２日、午前１０時～１１時

内容　親子で遊びながらヨガを楽しむ

対象者　就学前の子どもとその保護者

定員　①～③各２０組

申し込み　①は１０月６日～９日、

③は１０月１３日～１１月１１日までに電

話で、②は１０月１７日（必着）までに、

往復はがきに教室名、住所、親子の氏

名（ふりがな）、子どもの生年月日、性

別、電話番号を記入し、５８４-０００１梅

の里一丁目２の５　同支援センター

〔(２３)４５５５〕へ（①③は申し込み先

着順、②は申し込み多数の場合抽選）

２１



２２

 

引きこもり相談窓口

　１５歳（中学校卒業後）からおおむね

３９歳までの人で引きこもりなどに悩ん

でいる人とその保護者を対象に、カウ

ンセラーによる相談を実施します。

とき　①１０月２２日、②１１月２６日、

午後１時～２時３０分、午後２時３０分～

４時　ところ　青少年センター　

定員　各１人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　①は１０月６日～１５日、

②は１１月６日～１９日までに、社会

教育課へ（電話申し込み可）

相　談
登記無料相談

とき　１０月２３日、午後１時～４時

ところ　市役所１階市民相談室

内容　土地家屋調査士と司法書士によ

る相続、贈与、遺言、売買、会社設立、

土地の分筆、地積更正など登記に関す

る相談

申し込み　１０月６日～、情報公開課

（内線１８２）へ

行政書士無料相談

とき　１０月２２日、午後１時３０分～４

時３０分

ところ　市役所１階市民相談室

内容　相続、遺言、成年後見制度、交

通事故などの自賠責請求、法人設立、

契約・内容証明、各種許認可などに関

する相談

申し込み　１０月６日～、情報公開課

（内線１８２）へ

ものわすれ相談のご利用を

　タッチパネル式のパソコンを使った

「ものわすれ健診」や、保健師と看護

師による認知症に関する相談を実施し

ます。

とき　１０月１４日、午後１時３０分～３

時３０分

ところ　総合福祉会館（当日、直接会

場へ）　

参加費　無料

問い合わせ　高齢介護課（内線１９６）

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）



府育英会奨学金を貸し付け

　来年度に高校、高等専門学校、専修

学校（高等課程）に入学を希望する生

徒の保護者を対象に「授業料に対する

貸付（奨学資金）」と「入学資金に対す

る貸付（入学時増額奨学資金）」の予約

申請が、各市立中学校で実施されます。

申請の締め切りは１０月９日までです。

※私立中学校などの締め切りは各学校

にお問い合わせください。

問い合わせ　各市立中学校、教育指導

室（内線３６４）

 

市民講演会                           
「おとなの発達障がい」 

とき　１１月５日、午後３時～５時

ところ　富田林保健所

定員　７０人（申し込み先着順）　

参加費　無料　講師　西川　瑞穂さん

（かく・にしかわ診療所精神科医）

申し込み　１０月６日～２３日まで

に、富田林保健所地域保健課〔(２３)

２６８４・(２４)７９４０〕へ

相続講座「相続トリビア10選
その相続対策、本当に大丈夫
ですか？」

とき　１０月２９日、午後１時３０分～３時

ところ　総合福祉会館

内容　最新の相続手法の紹介など

対象者　市内在住・在勤の人

定員　３０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　１０月８日～１４日まで

に、総合福祉会館へ（電話申し込み可）

ワンポイント！介護講習会

　在宅介護に必要な介護方法につい

て、講義や実技を取り入れた同講習会

を開催します。今回は「排せつ介助に

ついて」をテーマに、介護が楽になる

コツを学びます。

とき　１０月２３日、午後２時～３時３０分

ところ　中央公民館喜志分館

内容　ベッドからポータブルトイレへ

の移乗介助やオムツ交換の体験、ポー

講　座

 

ひとり親家庭高等学校卒業程
度認定試験合格支援事業を実
施します

　本市では、ひとり親家庭の親の自立

および生活の安定に寄与するため、ひ

とり親家庭の親が、高等学校卒業程度

認定試験の合格をめざして、民間事業

者などが実施する対象講座を受講する

場合に、その費用に対し給付金を支給

します。

対象者　本市在住のひとり親家庭の親

で、児童扶養手当の支給を受けている、

または同様の所得水準にある人

給付金の種類

①受講修了時給付金　対象講座の受講

後に、受講のために支払った費用（入

学料および受講料に限る）の２０㌫を支

給　※支給額の上限は１０万円です。た

だし、支給額が４０００円を超えない場合

は支給しません。

②合格時給付金　同認定試験合格後

に、対象講座の受講のために支払った

費用（入学料および受講料に限る）の

４０㌫を支給

※①と②を合わせた支給額の上限は１５

万円です。

※同事業利用には受講開始前の事前相

談と申請が必要になります。詳しくは

お問い合わせください。

問い合わせ　こども未来室（内線２０６）
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教　育
タブルトイレの種類や取り扱い方法の

紹介

定員　３０人　参加費　無料

申し込み　１０月２２日までに高齢介護

課（内線１９６）へ（申し込み多数の場合

抽選）

防災講座「まちづくりの側面
から防災を考える～地域の防
災力を高めるために！～」

　将来必ず起こるとされている巨大地

震から大切なものを守るために、「まち

づくり」の側面から地域や家庭ででき

る防災対策について学びます。

とき　１０月１４日、午後７時～８時３０分

ところ　市民公益活動支援センター

（小金台二丁目５の１０）　

定員　２０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　１０月６日～、同センター

へ（電話申し込み可）

地域公開講座「きし元気塾」

とき　１１月１５日、午前１０時～正午

ところ　介護老人保健施設きし（中野

町西二丁目２７３）　

内容　生活習慣病予防や介護予防に役

立つ、誰でも無理なくできる健康運動、

理学療法士によるノルディックウォー

ク体験会

定員　３０人（申し込み先着順）　

参加費　無料　

申し込み　１０月６日～、介護老人保

健施設きし〔(２３)０２０１〕へ

若さ・健康・体力アップ教室

とき　１１月１８日、２５日、１２月２日

、９日、１６日、２８年１月１３日、

２０日、午前９時４５分～１０時４５分（全

７回）　

ところ　けあぱる

内容　体力チェック、若さと健康を保

つための運動や食事のポイント、口の

ケアについてなど

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　３０人　参加費　無料

申し込み　１１月８日までにウエルネ

スけあぱるへ　※申し込み多数の場合

抽選。ただし、初めて参加される人を

優先します。

２３



献血にご協力を

とき　１０月２７日、午後２時～４時３０分

ところ　ＰＬ病院

対象者　１８～６９歳で体重が５０㌔以上の

人（６５歳以上の人は６０～６４歳の間に献

血の経験がある人に限ります）　※ただ

し、男性は１７歳から可。その他の条件

などについてはお問い合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会（総合

福祉会館内）〔(２５)８２６１〕

 

浄化槽の定期検査を受けま
しょう

　浄化槽管理者は、保守点検や清掃の

実施と併せて、浄化槽法に基づく定期

検査を毎年１回受けることが義務付け

られています。

　同検査は浄化槽が適正に管理され、

浄化槽の放流水が適切な水質であるか

を確認する検査で、府が指定した検査

機関である（一社）府環境水質指導協

会〔０７２(２５７)３５３１〕に検査を申し込

む必要があります。詳しくはお問い合

わせください。

問い合わせ　富田林保健所衛生課

〔(２３)２６８２〕

貯水槽水道の設置者と利用者
の皆さんへ

　ビルやマンションなどに設置されて

いる貯水槽水道（受水槽方式）は、設

置者や管理者が適正に管理し、衛生的

な水を給水しなければなりません。

　貯水槽水道設置者は、次のことを実

施してください。

○貯水槽の清掃…１年に１回以上、定

期的に清掃してください。

○貯水槽の点検…水槽のひび、水槽内

への異物の混入がないかなど、定期的

に点検してください。

○水質検査の実施…各家庭などの蛇口

から出る水の色、濁り、におい、味な

どに異常がないかを確認し、異常が

あったときは、必要な水質検査をし、

安全確認をしてください。

問い合わせ　水道工務課（内線２５７）

上下水道

悪質な訪問販売にご注意を

　最近、まるで市から委託されたよう

な口ぶりで、水質の調査や浄水器を売

りつける訪問販売が発生しています。

　良心的に営業する業者が多い中、一

部の業者が「 騙 り」や「強引営業」で
かた

問題を起こしています。

　市は直接、給水管の清掃や浄水器の

販売・調査・工事などはしていません。

必要でない場合や不信に感じた場合は

 毅  然 とした態度で断ってください。
き ぜん

　また、「だまされたかな」と思われる

人は消費者相談をご利用ください。

問い合わせ　水道総務課（内線２５１）

市消費者相談室（内線１８６）

 

土地の利用変更や家屋の新築・
増築・取り壊しをした場合は届
け出を

　宅地や農地、山林を駐車場や資材置

き場などに利用される場合や、元に戻

された場合は、課税方法・税額が変わ

りますので届け出てください。

　また、家屋の新築や増築、取り壊し

をされた場合も必ず届け出をしてくだ

さい。

　なお、倉庫や物置なども課税の対象

となる場合があります。いずれも法務

局で、土地については地目変更登記、

家屋については表題・滅失登記を済ま

された場合は必要ありません。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１６）

税

相続税説明会

　２７年１月の相続税法改正により、相

続税の対象となる人が増加します。

　将来起こる相続に備えるための説明

会を開催します。説明会終了後には個

別相談会も実施します。

とき　１０月１６日、午後１時～３時　

ところ　市役所４階４０１会議室

対象者　市内在住の人

定員　５０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　近畿税理士会富田林支部

〔(２５)６２５０〕

 

就学時健康診断を実施

　来春の小学校入学予定者の健康状態

をあらかじめ把握し、保健上必要な助

言をするために健康診断を実施します。

とき・ところ　下表のとおり

受付時間　午後２時～２時３０分　

対象者　平成２１年４月２日～２２年４月

１日生まれの子ども　

持ち物　１０月中旬に郵送する「就学時

健康診断のお知らせ」、上履き、母子健

康手帳、下靴を入れる袋

問い合わせ　各市立小学校、教育指導

室（内線３６２）

教　育

各施設の電話番号は31ページをご覧ください
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国民年金保険料「５年の後納
制度」が始まります

　２４年１０月１日から３年間に限り実施

されていた、過去１０年以内に納め忘れ

た保険料を納めることができる「１０年

の後納制度」は、９月３０日をもって終

了しました。

　それに代わり、１０月１日から３年

間に限り、過去５年以内に納め忘れた

保険料を納めることができる「５年の

後納制度」が始まります。過去５年以

内に納め忘れた保険料を納めていただ

くことで、将来の年金額を増やすこと

ができます。

　ただし、すでに老齢基礎年金を受給

されている人などは、後納制度をご利

用いただけませんのでご注意ください。

　なお、後納制度を利用して保険料を

納めるには事前申し込みが必要です。

申し込み方法など、詳しくはお問い合

わせください。

問い合わせ　国民年金保険料専用ダイ

ヤル〔０５７０(０１１)０５０〕、天王寺年金事

務所〔０６(６７７２)７５３１〕

国民年金保険料をまとめて前
払いすると割り引きされます

　今年度の下半期分（１０月～２８年３月

分）の保険料を１１月２日までに前納

すると、保険料が割り引きされます。

　また、保険料の一部が免除承認され

ている人も、納付すべき一部の保険料

を前納することにより割り引きされま

す。割り引き額は、下表のとおりです。

下半期分の保険料の前納方法

　「領収（納付受託）済通知書」の領収

日付欄に「下期」と表示のある納付書

で、最寄りの金融機関、郵便局、コン

ビニエンスストアで納付してください。

国民年金
※前納用の納付書がないときは、年金

事務所にご連絡ください。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

 

65歳になる人に　　　　　  
介護保険被保険者証を送付

　介護保険制度では、６５歳（誕生日の

前日）になると第１号被保険者となり

ます。本市では、同被保険者になる月

の初旬に同被保険者証を送付していま

す。要介護認定の申請の際に必要とな

りますので大切に保管してください。

　また、同被保険者になると介護保険

料の計算方法や納め方が変わります。

詳しくは、同被保険者証に同封のパン

フレット、または翌月に送付する保険

料の納付通知書をご覧ください。

　介護保険料は原則、特別徴収（年金

からの天引き）で納めていただくこと

になりますが、同被保険者になられて

すぐには特別徴収になりません。しば

らくの間、普通徴収（市から送付する

納付通知書で納付）で納めてください。

また、特別徴収になる時期は、事前に

通知します。

　なお、６５歳になる前の保険料や納付

については、ご加入の医療保険（健康

保険組合など）に直接お問い合わせく

ださい。

10月から特別徴収に変わる人

　現在、普通徴収で保険料を納めてい

る人のうち今年４月１日時点で、６５歳

になっている人で、特別徴収の対象と

なる公的年金（老齢年金や退職年金な

ど）を年間１８万円以上受給している人、

今年本市へ転入した人で年金保険者

（年金事務所、共済組合など）に住所

変更の手続きを完了されている人、ま

たは昨年度中に保険料額更正などで特

別徴収から普通徴収に変更となった人

は原則、介護保険料の支払い方法が１０

月から特別徴収に変わります。

　ただし、すでに納付書をお持ちの場

合は、上記にかかわらず来年３月まで

普通徴収で納めてください。

問い合わせ　高齢介護課（内線１７５、１７６）

介護保険

 

（社福）市社会福祉協議会職員
（福祉活動専門員）募集

受験資格　昭和５６年４月２日以降に生

まれた人で、社会福祉士の資格を有す

る人、または２８年３月３１日までに資

格取得見込みの人

採用予定人数　１人程度

第１次試験日・内容　１１月７日、教

養試験、小論文試験

申し込み　１０月９日～３０日（土・

日曜日、祝日を除く午前９時～午後５

時）に総合福祉会館内同協議会〔(２５)

８２００〕で交付する申込書に必要事項を

記入し、１０月１４日～３０日まで（土・

日曜日を除く午前９時～午後５時）に

同協議会へ（郵送不可）

※申込書は、同協議会ホームページ

〔http://tonshakyo.main.jp/〕からダウ

ンロードもできます。

  

障がい者医療証（65歳未満）が
「緑色」に変わります

　現在、「障がい者医療証」（オレンジ

色）をお持ちの人は、１０月３１日で有

効期限が切れます。

　引き続き該当する人には、新しい医

療証（緑色）を１０月末に郵送します。届

かない場合や初めて申請される人は、

お問い合わせください。

　また、同医療証をお持ちの人で健康

保険証や住所などに変更のある人は速

やかに届け出てください。

対象者　本市に住所を有し、健康保険

に加入している６５歳未満の人で、次の

いずれかに該当する人

・身体障がい者手帳（１・２級）を持っ

ている人

・療育手帳（Ａ）を持っている人

・身体障がい者手帳（３～６級）と療

育手帳（Ｂ１）の両方を持っている人

問い合わせ　福祉医療課（内線１６３、

１６４）

募　集

福　祉

２５
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●葛城社交ダンスクラブ

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ若干名　Ｃ

毎週水曜日、午前９時５０分～１１時５０分

Ｄ金剛公民館　Ｅ月額１５００円　Ｆ・Ｇ

東　正浩さん〔０９０(８８８８)８８７２〕

●かるがもクラブ(親子体操)

Ａ平成２３年４月２日以降に生まれた満

２歳以上の幼児と保護者　Ｂ２０組　Ｃ

毎週金曜日、午前１０時～１１時３０分　Ｄ

レインボーホール（市民会館）多目的

ホール　Ｅ月額２０００円　Ｆ・Ｇ 義 　久
よし

仁子さん〔０９０(９７０６)８７６８〕

クラブ員募集

２６

総合福祉会館パソコン講習会
～ワードで写真入り年賀状を
作ろう～

とき　１１月５日～１９日の毎週木曜日、

午後２時～４時（全３回）

ところ　総合福祉会館　

対象者　市内在住で６０歳以上の人、ひ

とり親家庭の人、身体障がい者手帳を

有し、パソコンなどの改造を必要とせ

ずに文字入力ができる人　定員　１０人

参加費　無料（教材費など実費）

申し込み　１０月８日～１４日までに

総合福祉会館へ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

無人島で宝探し～観光地清掃～

とき・ところ　１０月３１日、午前６時

３０分～午後４時ごろ、河南町役場横テ

ニスコート駐車場集合・解散

行き先　友ヶ島（和歌山市加太）

対象者　小学３年生以上の人

定員　１５人（申し込み先着順）

参加費　２０００円

持ち物　弁当、水筒、着替えなど

申し込み　１０月６日～、ＮＰＯ法人

の～まらいず〔０９０(５０６１)９１２３〕へ

スポット展示                       
 「 埴輪 のジグソーパズル第2章

はにわ

～石川西岸の小さなお墓～」

　喜志南遺跡（喜志町）をはじめ、市

内で見つかった埴輪を展示します。

とき　１０月３１日～１２月２０日（祝日

を除く）、午前９時～午後５時１５分

ところ　かがりの郷１階展示コーナー

入場料　無料

問い合わせ　文化財課（内線５０７）

● 自 
じ

 彊 
きょう

 術 普及会（かがり教室）
じゅつ

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ１０人

Ｃ月曜日（月３回）、午前１０時３０分～

正午　Ｄかがりの郷　Ｅ月額１５００円、

年会費３０００円　Ｆ・Ｇ新谷　輝代さん

〔０８０(３１１５)７８２８〕

●女声コーラスポプリ

Ａ市内在住・在勤の女性　Ｂ５人　Ｃ

第２・４金曜日、午前９時～正午　Ｄ

中央公民館　Ｅ月額３０００円　Ｆ・Ｇ小

柏　千鶴子さん〔(３５)７７０８〕

《新刊案内》

■小説・エッセイなど

笑う少年　　　　　　　　樋口　有介

ＪＵＳＴＩＣＥ　　　　　大門　剛明

起き姫　　　　　　　　　杉本　章子

■家庭・その他

楽々ズボラ菜園コツのコツ　　南　洋

カレーライスと日本人　　森枝　卓士

ヴァイオリニストは音になる

　　　　　　　　　　　千住　真理子

おはなし会

①中央図書館　１０月１１日、２５日

②金剛図書館　１０月３日、１７日、

③東分室　１０月１１日

④喜志分室　１０月２５日

※①は午前１０時３０分～１１時、②～④は

午後３時～３時３０分に開催。

じゅうたん　　　　　　　　
コーナーでのよみきかせ

中央図書館　１０月４日、１８日、１１

月１日、午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　１０月１０日、２４日、３１

日、午後３時～３時３０分

あかちゃんの おはなし会

中央図書館　１０月１６日、①午前１０時

１０分～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

金剛図書館　１０月８日、③午前１０時

１０分～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０

分、１５日、⑤午前１０時１０分～１０時４０

分、⑥午前１１時～１１時３０分　※①③④

は６カ月～１歳未満の乳児と保護者対

象、②⑤⑥は１歳児と保護者対象（先

着各１５組、ハンカチ持参）。

※いずれも当日、直接会場へ。

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



富田林産でつくろう！　　　
～四季の地場産食材でつくる
こども料理教室～

とき　①１０月２４日、午後２時～４時、

②２５日、午前１０時～正午

ところ　①中央公民館、②金剛公民館

内容　サツマイモを使った料理

対象者　小・中学生と保護者

定員　①１５組、②１２組

受講料　無料（材料費１人４００円実費）

申し込み　いずれも１０月１７日（必着）

までに、往復はがきに教室名、参加者

全員の住所、氏名（ふりがな）、年齢

（学年）、電話番号を記入し、①は

５８４-００９３本町１６の２８　中央公民館、

②は５８４-００７２高辺台二丁目１の２　

金剛公民館へ（いずれも申し込み多数

の場合抽選）

※来館して申し込む場合は、返信用の

はがきを持参してください。

家庭園芸セミナー～果樹栽培
の決め手、冬場の管理技術～

　おいしい果実をたくさん実らせるた

めに欠かせない 剪 
せん

 定 など、冬の管理方
てい

法を分かりやすくお話しします。

とき　１１月２０日、午後２時３０分～４

時３０分（午後２時～受け付け）

ところ　すばるホール

定員　１５０人　参加費　無料

※申し込み方法など詳しくはお問い合

わせください。

問い合わせ　府立環境農林水産総合研

究所〔０７２(９７９)７０７０〕

「 煌 く寺内町ウーマン」講演会
きらめ

　「煌く、感じる、夢を見る寺内町と女

性たち」をテーマに講演会を開催します。

　寺内町でお店を開き夢に向かって

チャレンジしている女性たちの体験談

を聞いて、皆さんのチャレンジに勇気

とヒントを与える企画です。

とき　１０月２７日、午後２時～４時

ところ　中央公民館

定員　５０人（申し込み先着順）　※保育

あり（２歳～、定員８人、申し込み先

着順）。　参加費　無料

申し込み　１０月６日～、中央図書館

へ（電話申し込み可）

  

人権啓発講演会

　２８年４月に「障害者差別解消法」が

施行されます。このたび、同法の内容

を理解するとともに、共生社会の実現

に向け行政、民間、市民が果たすべき

役割について考える講演会を開催しま

す。

とき　１０月１２日、午後２時～４時　

ところ　市役所４階４０１会議室

内容　講演「障害者差別解消法と共生

社会の実現～地域での取り組み～」

定員　６０人（当日、直接会場へ）

受講料　無料

講師　尾上　浩二さん（障害者インター

ナショナル日本会議副議長）

問い合わせ　市人権協議会〔(２４)３７００〕

はじめての点訳                     
～点字入門編～

とき　１１月７日～１２月５日の毎週土曜

日、午後１時３０分～３時３０分（全５回）

ところ　人権文化

センター

対象者　市内在

住・在勤・在学の

中学生以上の人

定員　１０人

参加費　無料

申し込み　１０月１４日までに、人権文

化センターへ（申し込み多数の場合抽

選、電話申し込み可）

 カルチャー
  

「朝市」を新たな場所で再開

　市内で採れた新鮮な野菜や花などの

地元農産物を生産者が直接販売する顔

の見える「朝市」をやっています。

とき　毎週土曜日、午前７時～８時

ところ　スカイマート藤沢台店敷地内

（藤沢台一丁目４の２０）

問い合わせ　農業振興課内富田林農産

物直売所協議会事務局（内線４４３）

第65回市民文化祭

●市民吟詠大会

とき　１０月１２日、午前１０時～午後５時

ところ　レインボーホール（市民会館）

中ホール

●市民美術工芸展

とき　１０月９日～１２日、午前１０時

～午後６時

※最終日は午後４時まで、入場受け付

けは３０分前まで。

ところ　すばるホール３階展示室ほか

●茶華道大会

とき　１０月２４日、２５日、午前１０時

～午後４時（お茶会は午後３時まで、

茶券代４００円必要）

ところ　すばるホール３階展示室

●市民舞踊大会

とき　１１月３日、午前１１時～午後４時

ところ　すばるホール２階ホール

※いずれも入場無料、当日直接会場へ。

問い合わせ　すばるホール

  イベント

２７



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２８

 石上 　露子を
いそのかみ

 偲 ぶ着物展
しの

　石上　露子の幻の着物と語り伝えら

れてきた訪問着３点と掛け軸１点を特

別公開します。

とき　１０月１７日～１１月１５日、午前

１０時～午後５時（月曜日は除く）

ところ　寺内町センター（重要文化財

旧杉山家住宅前）　

入場料　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　文化財課（内線５０８）

高齢者の作品展への出品作品
を募集

　市老人クラブ連合会シニアクラブ作

品展を、１０月１６日～２２日、午前１０

時～午後５時に総合福祉会館で開催す

るに当たり、同作品展への出品を希望

される作品を募集します。

募集作品　絵画、彫刻、書道、手芸な

ど　※出品は１人１点（未発表のもの）、

絵画は８号（４５５㍉×３７９㍉）以内。

対象者　市内在住で６０歳以上の人

申し込み　１０月７日～９日までに

各老人クラブ会長宅、または総合福祉

会館に備え付けの申込用紙に必要事項

を記入し、作品とともに総合福祉会館へ

※なお、出品していただいた作品は、１０

月２３日、午前１０時～午後５時までに

引き取りに来てください。

すばるクリスマスツリーコレ
クション2015参加団体募集

　すばるホール２階ロビーのクリスマ

スツリーに飾り付けをしませんか。

とき　１１月２４日～１２月２５日

ところ　すばるホール

定員　１２団体（申し込み先着順）

参加費　無料（ただし、ツリーに飾り

付ける装飾は各自で用意してください。

ツリーはすばるホールで用意します）

申し込み　すばるホールに備え付けの

応募用紙に必要事項を記入し、１０月２４

日～１１月１５日までに、すばるホー

ル〔(２５)０５５０・Ｅメールoubo@tonda

bayashi-culture.org〕へ（ファクスまた

はＥメールでの応募も可能です）

※応募用紙は、ホームページ〔http://

subaruhall.org/〕からダウンロードもで

きます。

サバーファームだより

●サツマイモ大福作り

とき　１０月１１日、１８日、２５日、１１

月１日、午前１０時３０分～正午、午後

０時３０分～２時、午後２時２０分～３時

３０分

定員　各２０人　参加費　７００円

●菜の花植え付け体験

とき　１０月１７日、１８日、午前１０時

３０分～正午

定員　各３０人　参加費　無料

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

け付け（申し込み先着順）

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストランのみご利用の場合は、入園料

なしでご利用いただけます）。

問い合わせ　サバーファーム

アートキッシュ2015

　喜志駅前通り商店会では、大阪芸術

大学の学生と共同で、芸術作品展示や

ワークショップなどを実施する芸術イ

ベントを開催します。

とき　１０月２４日、午前１０時～午後３

時、２５日、午前１０時～午後３時（小

雨決行）

ところ　喜志駅前「大一会館」第２駐

車場

内容　フリーマーケット、音楽イベン

ト、芸大ワークショップ、餅つき大会、

金魚すくい、千本引きなど

問い合わせ　神前さん（同商店会会長）

〔(２４)０３２６〕　

骨密度測定会

とき　１０月２２日～２４日、午前１１時

～午後７時の間に各８回　※時間は、

申し込み時に確認してください。

ところ　ウエルネスけあぱる

定員　各回２０人（申し込み先着順）

参加費　１回５００円（当日、施設利用者

は１回３００円）

申し込み　１０月６日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（電話申し込み

可）　※１０月６日、午前７時～、ホーム

ページ〔http://carepal.or.jp/〕からも申

し込み可（けあぱるホームページから

申し込む場合は、「その他連絡事項」欄

に希望する日時を明記してください）。

けあぱる市民講座                  
「骨粗しょう症勉強会」

とき　１０月２３日、午後１時４５分～３時

ところ　けあぱる

対象者　市内在住・在勤の人

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

持ち物　筆記用具

申し込み　１０月６日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（電話申し込み

可）　※１０月６日、午前７時～、ホー

ムページ〔http://carepal.or.jp/〕からも

申し込み可（定員２０人、申し込み先着順）。

交響楽団オーケストラ演奏会

　すばる交響楽団では、２４回目となる

演奏会を開催します。

とき　１１月８日、午後１時３０分～

ところ　すばるホール

定員　７００人

入場料　１０００円　※１０月６日～、す

ばるホール２階受付カウンターで販売

（当日券１２００円、前売りで完売した場合

当日券はありません）。

問い合わせ　松長さん〔(２６)１７７９〕

自然保全活動と自然に親しむ催し

①米作り体験「稲刈り」

とき　１０月１７日、午前１０時～午後３時

持ち物　水筒、軍手（昼食は現地で作

ります）

②米作り体験「稲こぎ」

とき　１１月７日、午前１０時～午後３時

持ち物　水筒（昼食は現地で作ります）

③里山クラフト

とき　１１月２３日、午前１０時～午後３時

持ち物　水筒（昼食は現地で作ります）

※いずれも彼方（奥の谷）で実施、開

始時間に瀧谷不動尊駐車場前集合、参

加費３００円（小学生以下無料、ただし保

護者同伴）。長袖、長ズボン、帽子、安

全な靴で参加してください。いずれも

当日午前７時の天気予報で降水確率が

５０㌫を超えた場合は中止としますが、

①は１０月１８日、②は１１月８日に順

延します。　

問い合わせ　田渕　武夫さん（富田

林の自然を守る市民運動協議会会

長）〔０９０(８８８８)３９１２〕



２９

第９回フェスタ人権 in 錦織

とき　１０月２５日、午前１０時～午後１

時（雨天中止）

ところ　錦織公園やんちゃの里

内容　和太鼓演奏、風船アート、輪投

げなど

参加費　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　富田林人権擁護委員協議

会〔(２３)４４３０〕、大阪法務局富田林支

局〔(２３)２７２７〕

ファミリー野外料理教室

とき　１１月８日、午前９時３０分～午

後３時（雨天決行）　ところ　市立青少

年教育キャンプ場（現地集合）

内容　ダッチオーブンを使った料理

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　３０人（申し込み先着順） 

参加費　小学生以上１０００円、小学生未

満５００円　

申し込み　１０月７日～１６日、午前

９時～午後５時３０分（土・日曜日、祝

日は除く）までに参加費を持参し、ス

ポーツ振興課〔(２０)０３９０〕へ（電話申

し込み不可、家族単位でお申し込みく

ださい）

第15回こども 商人 
あきんど

　錦郡小学校の児童が、滝谷不動商店

会の商店主や地域の人たちの協力を得

て、八百屋、花屋、駄菓子屋などさま

ざまなお店を出店します。

とき　１０月２８日、午前９時３０分～正

午（小雨決行）　

ところ　滝谷不動商店街（駐車場はあ

りませんので、公共交通機関をご利用

ください）

問い合わせ　松本さん〔(２３)３１３４〕

  

じないまち四季物語2015「秋」

～第9回 後 の 雛 まつり～
のち ひな

　民家の軒先や重要文化財旧杉山家住

宅、旧田中家住宅などに、ひな人形と

菊花を飾ります。

とき　１０月１０日、午前１０時～午後４時

ところ　富田林寺内町およびその周辺

※詳しくは、（一社）富田林じないまち

文化トラストホームページ〔http://

jinaimachi-sanpo.seesaa.net/〕をご覧く

ださい。

問い合わせ　同文化トラスト〔(２３)

５５６４〕

きらめきファクトリーイベント
富田林千景

　スマートフォンやデジタルカメラで

写した富田林の日常の写真で、きらめ

きファクトリー２階の展示スペースを

埋め尽くします。

とき　１０月１９日～２８日、午前１０時

～午後６時

ところ　観光交流施設「きらめきファ

クトリー」２階　入場料　無料

問い合わせ　きらめきファクトリー

※展示する写真を１０月２７日まで募集

しています。

秋季舞踊大会

とき　１０月２０日、午後１時３０分～２時

３０分　ところ　すばるホール小ホール

定員　２００人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　市社会福祉協議会〔(２５)

８２００〕

  イベント 南河内観光ＰＲキャラバン　
in まつばらマルシェ

とき　１１月７日、午前１０時～午後４

時、８日、午前１０時～午後３時

ところ　松原中央公園（松原市田井城

一丁目３）

内容　南河内の特産品の販売、観光冊

子の配布、各市町キャラクター（着ぐ

るみ）の出演など

問い合わせ　華やいで大阪・南河内観

光キャンペーン協議会事務局（千早赤

阪村まちづくり課内）〔(７２)００８１〕

世界を知ろう！                        
～アフリカの人・暮らし・文化～

とき　１１月１８日、２５日、午後７時～

８時３０分（全２回）　ところ　中央公民館

内容　田原　範子さん（四天王寺大学

教授）による映像を交えたお話で、ガー

ナやウガンダなどの人たちの暮らしと

伝統文化について学ぶ

定員　３０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　１０月６日～、中央公民館

へ（電話申し込み可）

地域の多文化講座                 
～サワディー（こんにちは)！タイ～

とき　１０月２１日、２８日、午前９時

３０分～１１時、１１月４日、午前９時３０

分～１１時３０分（全3回）

ところ　とんだばやし国際交流協会

内容　文化、言葉、料理を通してタイ

の魅力を学ぶ

定員　１５人（申し込み先着順）

参加費　９００円

申し込み　１０月８日～１６日まで

に、同協会〔・(２４)２６２２〕へ

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

がんばった人に花まる！

●第63回市民体育大会結果

◇ソフトボール競技の部

《一般男子》優勝　金剛阪神ストーム

ズ／準優勝　富田林トータス／第３位

ダイナマイトドンドン、梅の里ソフト

ボールクラブ

《一般女子》優勝　スノーレッツ／準

優勝　喜志パンサーズ／第３位　コロ

ニーギャルズ

《壮年男子》優勝　川西スターズ／準

優勝　金剛阪神ストームズ／第３位　

藤沢台イーグルス、ニュー清水クラブ

《シニア男子》優勝　富田林ファイ

ターズ／準優勝　梅の里ソフトボール

クラブ／第３位　川西クラブ

  

きりえでつくる年賀状

とき　１１月１１日、午前１０時～正午

ところ　東公民館　

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　１６人(申し込み先着順)

参加費　無料（教材費６００円実費）

持ち物　筆記用具

申し込み　１０月１３日～、鈴木　房子

さん〔(３５)５７５６〕、新田　幸枝さん

〔(３５)１７９６〕へ

「折る、重ねる、ずらす」    
～アートな写真のつくりかた～

　現代美術作家の河原　和彦さんを講

師に招き、写真を折ったり、重ねたり、

ずらしたりして思いもよらない風景を

つくってみるワークショップです。

とき　１０月３１日、１１月１４日、２８日

、午後１時３０分～３時３０分（全３回）

ところ　中央公民館

定員　１５人

参加費　無料（写真プリント代実費）

申し込み　１０月１７日（必着）までに、

往復はがきに教室名、参加者の住所、

氏名（ふりがな）、年齢（学年）、電話

番号を記入し、５８４-００９３本町１６の２８

中央公民館へ（申し込み多数の場合抽

選）　※来館して申し込む場合は、返信

用のはがきを持参してください。

  イベント

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

チャイルドジム

とき　１１月～、毎週木曜日の部・金曜

日の部、①午後３時４０分～４時３０分、

②午後４時４０分～５時３０分、③午後５

時４０分～６時３０分、④午後６時３０分～

７時２０分（いずれも月４回）

ところ　市民総合体育館

内容　マット・跳び箱・鉄棒・総合運

動など学校体育に必要な種目の習得

対象者　①ジュニア１＝３歳以上の未

就学児、②ジュニア２＝平成２２年４月

２日以降生まれの幼児～小学２年生、

③ジュニア３＝小学２～４年生、④特

別クラス＝小学生（鉄棒の授業はあり

ません）

定員　各３０人（申し込み先着順）

参加費　月額３５００円

持ち物　動きやすい服装、タオル、飲

み物、上靴

申し込み　１０月１５日、午前１０時～、

参加費を持参の上、市民総合体育館へ

（電話申し込み不可）

※１０月１５日、２９日、３０日のそれ

ぞれの時間に体験会を実施します（１

人１回のみ、参加費５００円）。体験会の

申し込みは１０月６日、午前１０時～、

参加費を持参の上、市民総合体育館へ

（定員各２０人、申し込み先着順）。

秋のなかよしテニス

　親子または友達同士でテニスを楽し

んでみませんか。

とき　１０月２３日、①午後５時～６時

２０分、２４日、②午後５時～６時２０分、

③午後６時３０分～７時５０分、２５日、

④午後１時～２時２０分、⑤午後２時３０

分～３時５０分、⑥午後４時～５時２０分

ところ　総合スポーツ公園

対象者　①⑤４～８歳の子どもと保護

者、９～１５歳の子どもと保護者、②④

４～８歳の子どもと保護者、③⑥９～

１５歳の子どもと保護者

※９～１５歳の子どもは子ども同士でも

参加可。

定員　各１０組２０人（申し込み先着順）

参加費　１組２０００円（３人目から１人

につき１０００円追加）

申し込み　１０月６日、午前９時～、

総合スポーツ公園へ（電話申し込み可）

親子トランポリン

とき　１０月１９日、２６日、１１月９日

、３０日、１２月７日、１４日、午

前１０時～１１時３０分

ところ　市民総合体育館

対象者　３～４歳児と保護者

定員　１２組（申し込み先着順）

参加費　月額２０００円

持ち物　タオル、飲み物、靴下、上靴

申し込み　１０月６日～、午前１０時～

参加費を持参の上、市民総合体育館へ

（電話申し込み不可）

小学校校庭遊び場開放事業

　子どもたちに、身近で安全な遊び場

として、小学校の校庭を開放し、交通

事故やその他の危険から守るととも

に、健全な育成を図ることを目的とし

て同事業を実施します。

とき・ところ　１０月１８日、１１月１５日

、午前１０時～午後４時＝富田林小学

校、１１月１５日、午前１０時～午後４時

＝大伴小学校

対象者　市内在住・在学の子どもと保

護者

問い合わせ　スポーツ振興課〔(２０)

０３９０〕（ただし、当日は市役所へお問い

合わせください）

※団体での占用利用はできません。　

※校区外に出掛けるときは決められた

ルールを守って出掛けましょう。

10月・11月の 　　　　　　
市民総合体育館の共用使用

①競技場（インディアカ・バドミント

ン）《共に１面》　とき　１０月８日、２２

日、１１月１２日、２６

日、正午～午後３

時

持ち物　上靴、シャ

トル、ラケットなど

②剣道場　とき　１０月１日、１５日、

１１月５日、１９日、１２月３日、午

後６時～９時

③柔道場　とき　１０月４日、１８日、

１１月１日、１５日、午後６時～９時

使用料　①一般１４０円、中学生以下６０

円、②③一般３００円、中学生以下１３０円

問い合わせ　市民総合体育館

３０



秋のハイキングを楽しみませ
んか！

とき・ところ　１０月３１日、午前９時

３０分、人権文化センター集合

行き先　近つ飛鳥風土記の丘～壺井八

幡宮（約１２㌔）

対象者　市内在住・在勤・在学の中学

生以上の人（中学生は保護者同伴）

定員　２０人

参加費　無料（交通費２６０円程度実費）

申し込み　１０月２０日までに人権文化

センターへ（申し込み多数の場合抽選、

電話申し込み可）

富スポグラウンドゴルフ大会

とき　１１月１８日、午前９時３０分～午

後１時３０分（受け付けは午前９時～、

雨天時は２５日に順延）

ところ　総合スポーツ公園

内容　２４ホールストロークプレー

定員　２４０人（申し込み先着順）

参加費　８００円（当日徴収）

申し込み　１０月２１日～１１月４日、

午前９時～午後５時３０分までに総合ス

ポーツ公園〔(３５)２１２２〕へ（電話・

ファクス申し込み可）

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

おでかけ健康ウォーキング
「世界遺産の姫路城を巡る！」

とき・ところ　１１月１５日、午前７時

＝彼方小学校集合、午前７時１５分＝市

民総合体育館集合、午前７時３０分＝寺

池台小学校集合　※雨天決行、午後６

時～７時ごろ、集合場所で解散予定。　

行き先　姫路城周辺（徒歩約８㌔）　

※現地まではバスで移動。　

定員　４９人（申し込み先着順）

参加費　４５００円（小学生以下は２５００円）

※当日徴収、弁当・お茶付き。ただし、

拝観料など実費。

持ち物　タオル、水筒、雨具、敷物、

酔い止めの薬（必要な人のみ）など

申し込み　１０月１５日～３０日、午前

９時～午後５時３０分（土・日曜日は除

く）までに電話でスポーツ振興課

〔(２０)０３９０〕へ

※ベビーカーでの参加はできません。

※１１月１２日以降にキャンセルする場

合は、キャンセル料として参加費全額

をいただきます。

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休

館日以外でも受け付けできない日や時間帯

がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265

　１０/５

●青少年スポーツホール　  (29) 3778

　１０/５

●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121

　休みません

●図書館

　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

　１０/５、１２、１３、１９、２６、１１/２

　※１１/３（文化の日）は開館します

●公民館　

　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

　１０/５、１２、１３、１９、２６、１１/２、３

●人権文化センター　　　  (24) 0583

　１０/４、１１、１２、１８、２５、１１/１、３

●児童館　　　　　　　　  (25) 0666

　１０/４、１１、１２、１８、２５、１１/１、３

●青少年センター(社会教育課)  (24) 1451

　１０/５、１２、１９、２６、１１/２、３

●すばるホール　　　　　  (25) 0222

　１０/５、１９、２６、１１/２

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

　１０/７、１４、２１、２８、１１/３、４

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

　１０/３、４、１０～１２、１７、１８、２４、２５、　

　３１、１１/１、３

●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261

　１０/１２、１１/３

　※毎週木曜日は浴場の利用はできません

●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070

　１０/１２、１１/３

　※毎週月曜日は浴場の利用はできません

●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668

　１０/５、１２、１９、２５、２６、１１/２

●農業公園サバーファーム  (35) 3500

　１０/５、１３、１９、２６、１１/２

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館　　　  (26) 0110

　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771

　１０/５、１３、１９、２６、１１/２

●きらめきファクトリー（観光交流施設 ） (24) 5500

　休みません

●消防本部　　　　　　　  (23) 0119

　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119
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※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。

ウエルネスけあぱるでは、皆さんの健康づくりをお手伝いするため、トレーニングルームや温水プー　ウエルネスけあぱるでは、皆さんの健康づくりをお手伝いするため、トレーニングルームや温水プールル

を利用したさまざまなプログラムを実施していますを利用したさまざまなプログラムを実施しています。。

健康維持増進、肥満予防、介護予防など、皆さんの体力・目的にあった各種教室や、骨密度などの各　健康維持増進、肥満予防、介護予防など、皆さんの体力・目的にあった各種教室や、骨密度などの各種種

測定会も開催しています。より効果的な健康づくりのためにウエルネスけあぱるをぜひご利用ください測定会も開催しています。より効果的な健康づくりのためにウエルネスけあぱるをぜひご利用ください。。

ウエルネスけあぱるをご利用くださウエルネスけあぱるをご利用くださいい

●●施設利用料施設利用料金金

１回２００円で、経験にかか　１回２００円で、経験にかかわわ

らずどなたでも運動を楽しんらずどなたでも運動を楽しんでで

いただける日替わりの教室でいただける日替わりの教室ですす

（（回数券11回分2000円）回数券11回分2000円）。。

問い合わ問い合わせせ　ウエルネウエルネススけあぱる〔(２８けあぱる〔(２８))

８８６６８・ホームページhttp://carepal.or.j６６８・ホームページhttp://carepal.or.jpp〕〕

トレーニングルーム・温水プール

※いずれも別途施設利用料が必要です※いずれも別途施設利用料が必要です。。

※詳しくはお問い合わせください※詳しくはお問い合わせください。。

トレーニングルームには、筋力トレーニングマシ　トレーニングルームには、筋力トレーニングマシンン

やランニングマシン、エアロバイクなどの器具を各種取やランニングマシン、エアロバイクなどの器具を各種取りり

そろえています。最初に講習（１０００円）を受けていただくとそろえています。最初に講習（１０００円）を受けていただくと、、

１１５歳（高校生）以上の人ならどなたでもご利用いただけます５歳（高校生）以上の人ならどなたでもご利用いただけます。。

温水プールは室内にあり、一年を通じていつでもご利用い　温水プールは室内にあり、一年を通じていつでもご利用いたた

だけます（小学生は保護者同伴）だけます（小学生は保護者同伴）。。

・毎週月曜日、年末年始、施設点検・毎週月曜日、年末年始、施設点検日日

週１回のペースで、約３カ　週１回のペースで、約３カ月月

（（全１０回、５000円）にわたっ全１０回、５000円）にわたってて

専門講師が指導する教室です専門講師が指導する教室です。。

「ヨガ」「フラダンス」「バラン「ヨガ」「フラダンス」「バランスス

ボール」「水泳」など全１６教室ボール」「水泳」など全１６教室をを

開催しています開催しています。。

●●利用時利用時間間

●●休館休館日日

・火～土曜日＝午前１０時～午後７時３０・火～土曜日＝午前１０時～午後７時３０分分

・日曜日、祝日＝午前１０時～午後４時３０・日曜日、祝日＝午前１０時～午後４時３０分分

※いずれも受け付けは終了の３０分前まで　※いずれも受け付けは終了の３０分前まで。。

サービスプログラム健康づくり教室


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08



